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府中市教育委員会会議録 

１ 開会の日時 
  令和５年８月１８日（金）  教育センター 会議室 
  （令和５年第９回）     １３時３０分 開会 
 

２ 出席委員 

  荻野教育長、髙橋委員、和知委員、森山委員、藤井委員（５人） 

 

３ 委員以外の出席者 

  門田教育部長 大森教育政策課長 大川学校教育課長 

 津田学校教育課主幹 小寺学校教育課主幹 竹内学校教育課主幹 

和田教育政策課教育推進係長 大垣学校教育課主査  

 
４ 会議に付した議案の題名 

第１９号 府中市教育委員会外国青年公舎管理規則の一部改正について 

第２０号 令和６年度小学校及び義務教育学校前期課程で使用する教科用図書

の採択について 

         
５ 審議の大要並びに結果の概要 
 議案２件について審議を行い、同意の議決を得た。 

 
６ 議決事項 
  議案第１９号 可決 議案第２０号 採択 

 
７ 協議事項 
 なし 

 
８ 報告事項 
  なし 
 
９ その他 
  次回 ８月２２日（火）午後１時３０分～ 

１８時１５分 終了 
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教育委員会会議（９回） 
 
教育長   それでは、皆様こんにちは。厳しい暑さが続く中ですが、今週は台風 

     等の影響もあり、落ち着かないお盆を過ごされたのではないかと思いま 

す。各学校では、今週１４日から１６日を一斉閉庁日としまして、来週 

中旬までは夏期休業日となります。 

さて、本日は、小学校及び義務教育学校前期課程で使用する教科用図 

書の採択という、府中市教育にとって、今後の取組みを左右する重要な、

そして、審議に時間を要する議案がございますので、早速ですが、令和

５年第９回教育委員会会議を開会いたします。 

まず、会議録署名者の指名をいたします。和知委員、藤井委員、よろ

しくお願いします。 

（はいの声） 
教育長   それでは会議録の承認に入ります。前回の会議について事務局の報告 

     を求めます。和田係長。 
和田係長  失礼します。令和５年第７回会議及び第８回会議について報告します。

第７回会議は、令和５年６月３０日（木）午後１時３０分から教育セ 

ンター会議室において、教育長、和知委員、藤井委員、森山委員と門田 

教育部長他、事務局７名の出席によって開会いたしました。 

議案は２点で、委員の委嘱、任命に係るものでした。 

議案第１６号 府中市図書館協議会委員の委嘱について、第１７号 

 府中市学校給食センター運営協議会委員の任命について、異動に伴うも

のであることを確認し、可決しました。 

協議事項としましては、令和５年度教育委員学校訪問に関わり、やり

方を含めて、訪問を通じての気付き、次回に向けての改善点等について

協議を行いました。 

報告事項としましては、荻野教育長から、新聞報道のありました県立

高校の在り方についての報告があった他、門田教育部長からは、府中市

議会６月定例会の概要の報告、教育政策課長からは、令和５年度府中市

学びフェスタについて、府中市教育振興基本計画のパブリックコメント

の状況について、そして、学校教育課長からは、学校の状況等について、

生徒指導について、府中市グローバル教育スーパーバイザーの任用につ

いての報告がありました。 

その他の事項として、令和６年二十歳を祝う会の日程等について報告

をし、次回開催日程を確認しました。会議の全てを１４時２７分に終了
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しました。 

次に、第８回会議、持ち回り決済についてです。令和５年６月３０日

付けで、議案は１件です。議案第１８号 第２期府中市教育振興基本計

画の策定について、教育推進係長が教育委員の皆様に説明をし、同意を

得て可決しました。以上です。 
教育長  それでは、会議録の承認を求めます。ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 
教育長  ご異議なしと認めます。会議録を承認いたします。 
教育長   それでは、本日の議案に移ります。 
      本日は、議案が２件で、教育委員会規則に関するものが１件と教科書

採択に関わるものが１件です。 

議案に入る前に、教科書採択に関して会議の公開・非公開について、

お諮りしたいと思います。府中市教育委員会では、人事案件の場合等を

除き、教育委員会会議は原則公開としておりますが、教科書の採択につ

いては、その都度、公開・非公開をお諮りしまして、委員の皆様のご意

見をお伺いした上で、非公開として審議をおりました。非公開と言いま

しても議事録で発言者、発言内容、採択結果等を全てホームページ上で

公開をしております。教科書採択の会議において、意思決定の過程を市

民の方に見ていただく機会をしっかりと設けて、情報公開の観点から、

できる限り公開が望ましいということで、近隣の市町も公開の動きにな

っているという現状があります。そういった現状もありまして、教科書

採択に係っての会議を公開とするか非公開とするか、ご議論をいただき

たいと思います。ご意見いかがでしょうか。 
和知委員  情報公開の観点から、できる限り公開が望ましいと考えていますが、

皆さんいかがでしょうか。 
      （同意の声） 
教育長   それでは、ただいま和知委員、また、皆様から公開がよいのではない

かという意見、同意がありましたので、議案第２０号の教科書採択に関

する議案の審議につきましては、公開といたします。 
      現状１名の方より傍聴の申し出がありましたので、これを許可したい 

と思います。傍聴にあたりましては、受付でお示ししました、府中市教

育委員会傍聴規則等を遵守していただきますことをお願いいたします。 
教育長   それでは、議事に入ります。 

議案第１９号 府中市教育委員会外国青年公舎管理規則の一部改正に

ついて を議題とします。提案説明をお願いします。大川課長。     
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大川課長  それでは、議案第１９号 府中市教育委員会外国青年公舎管理規則の 

一部改正について 提案理由を説明いたします。 
      語学指導等を行う外国青年の幅広い人材確保のため、府中市教育委員 

会が契約した公舎の入居要件等を緩和することに伴い、所要の整備を行

うためこの規則案を提案するものでございます。 
      現在の府中市教育委員会外国青年公舎管理規則では、外国青年招致に 

より語学指導を行う外国人青年、つまりＡＬＴのみが入居可能の状況で

す。主な改正の理由としましては、今後、ＡＬＴが結婚等で、配偶者と

その子と住む可能性が十分に考えられること、また、より経験豊富な人

材を確保するために、配偶者等を帯同して来日することを可能とする必

要があるためです。そういった理由から、参加者と配偶者、また、その

子供が公舎に居住できるように改正するものであります。審議をお願い

いたします。 
教育長   只今、事務局から提案説明がありました。ご質疑がありましたらお受 

けいたします。いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 
      （はいの声） 
教育長   それでは、裁決をいたします。原案のとおり可決いたしたいと思いま 

す。ご異議ございませんか。 
     （異議なしの声） 
教育長   異議なしと認めます。よって、本案を可決といたします。 

      それでは、議案第２０号 令和６年度小学校及び義務教育学校前期課 

程で使用する教科用図書の採択について 教科書の準備をしますので、

一旦休憩とします。 
   （教科書の準備） 

 
教育長   それでは再開します。 
      議案第２０号 令和６年度小学校及び義務教育学校前期課程で使用す 

る教科用図書の採択について を議題とします。 

門田教育部長、大川学校教育課長、大垣学校教育課主査、大森教育政

策課長、津田主幹、和田教育推進係長の出席を求めます。 

それでは、提案説明をお願いします。 
大川課長  議案第２０号 令和６年度小学校及び義務教育学校前期課程で使用す 

る教科用図書の採択について、教育委員会の採択を求めるものでござい

ます。よろしくお願いします。 
教育長   それでは、教科ごとに審議を行い、採択していきたいと思います。選 
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定委員会の答申も踏まえてご意見をお願いします。 
     まずは、国語から審議を行いたいと思いますが、ご意見はいかがでしょ 

うか。 
藤井委員  どの教科書も目次のところに、単元名や目標が書かれていてわかりや 

すいと思うのですが、光村図書の目次を見ると、書く単元なのか、読む

単元なのかがよりわかりやすくて、主体的に学ぶことができると思いま

す。 
教育長   光村図書は学ぶ観点がしっかりと示されているということですね。 
藤井委員  はい。 
和知委員  私も光村図書についてなのですが、学習の見通しや流れが見開きの２ 

ページでわかりやすく丁寧に示されていると思います。こういう部分で、

学習意欲を高めることができるのではないかと考えます。 
藤井委員  今、和知委員が言われたところと同じところなのですが、見開きで「見 

通しをもとう」と投げかけてあり、「問いをもとう」と言う部分で、具体

的に問いが示されています。問いをもつところから学習を始められるよ

うになっていて、これも主体的に学習に取り組むということにつながり

やすいのではないかと思いました。 
教育長   単元を貫く問いがしっかりと示されているというご意見でした。他に 

いかがでしょうか。 
森山委員  どの教科書も子供たちの学習意欲を向上させるための仕掛けがしてあ 

るなと思います。ただ、光村図書は、ちゃんと問いをもとうということ

や目標が示してあり、色分けもされていてわかりやすいと思います。ま

た、過去にどのようなことを学んでいて、今回どういう風に学ぶのかと

いうことがわかりやすく表記してあるので、よいなと思いました。 
教育長   既習の内容と関連した示し方がされているということでした。他には 

いかがでしょう。 
教育長   では、私から。国語の教科書に限らないのですが、今、文字を読むこ 

とが苦手な子供もいる中で、どの教科書も非常に工夫がなされていると

思います。東京書籍では、写真やイラストをたくさん入れていますし、

光村図書は紙自体の色合いを工夫されているし、全体的に文字をバラン

スよく配置しているような印象をもちますので、読みやすさについて工

夫されているのかなと思いました。皆さんのご意見を伺う中では、既習

の内容と関連付けて示されていることであったり、単元を貫く問いが示

されていたりするという光村図書の評価が高いのかなと受け止めてお

ります。髙橋委員さん、何かご意見はありますか。 
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髙橋委員  先ほどから委員さんが言われているように、光村図書の方が学ぶため 

の整理と観点がわかりやすいと思いますね。文字がすっと目に入ってく

るような工夫もあってよいと思いますので、光村図書を推薦したいと思

います。 
藤井委員  今、説明文のところを見ていたのですが、東京書籍の６年生「イース 

ター島にはなぜ森林がないのか」という教材は、イースター島のもって

いる力が６年生の興味を引く、魅力的な教材だと思いました。とても工

夫されていると思ったのですが、説明文を読む力を付けるということに

なると、筆者がどのように論を展開しているのかということを読む力が

子供に身に付かなければいけないと思うのです。どの教科書においても

工夫はありますが、光村図書は、メインの説明文の前に、短い説明文で

読み取り方を学ぶという構成になっています。文の構造を学ぶためには

非常に有効なのではないかと思いました。 
教育長   他にご意見はありますか。 
      （なし） 
教育長   それでは、採択を行います。国語については、光村図書を採択すると 

いうことでよろしいでしょうか。 
      （異議なしの声） 
教育長   それでは、国語については、光村図書を採択いたします。続いて、書 

写に移ります。ご意見いかがでしょうか。 
教育長   では、私の方から。書写の授業では、基本的な止めやはねをしっかり 

と教えられてきた記憶があるのですが、そういった意味では、基本的な

ことをしっかりと指導できる教科書がよいのではないかと思います。そ

ういう点で言うと、どの教科書もしっかりと丁寧に示されていると思い

ます。一つ特徴的なところを挙げるなら、光村図書は、他教科での汎用

や日常生活での活用といった部分までの展開が示されているところが

あると思いました。 
藤井委員  どの教科書会社も他教科との関連がとても意識されていて、書写の時 

間に身に付けたことが他教科へも汎用されていくということが非常に 

素晴らしいと思いました。その中で、光村図書は、他教科と日常生活へ

の汎用がすごく意識されていて、事例を挙げながらわかりやすく示され

ています。実際の学校生活において、書写で身に付けた力が生かせる場

面が子供にもわかりやすい「書写ブック」が付いていて良いと思いまし

た。 
教育長   子供の視点から見ても、日常生活への汎用性があるのではないかとい 
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う意見をいただきました。 
和知委員  藤井委員さんも言われたのですが、光村図書には「書写ブック」が付 

いています。いろいろな横書きの方法や原稿用紙の使い方、はがきの宛

名の書き方などがわかりやすく書いてあって、私が見てもほしいなと思

いました。 
教育長   今ご意見をいただいたのが、光村図書の「書写ブック」についてです 

が、１年生から６年生までに学んだことを日常生活に広げるというとこ

ろに特徴的な工夫があるのではないか、また、評価できるのではないか

というご意見だったように思います。その他、いかがでしょうか。 
   では、私からもう一点。視覚的にですが、光村図書の「たいせつ」が 

効果的に使われていると思いました。情報量も多すぎず、大切な観点が

見やすく、子供たちにとっても学ぶ上で効果的なのではないかと思いま

した。 
教育長   それでは、採択を行います。書写については、皆様のご意見を伺った 

上で、光村図書を採択するということでよろしいでしょうか。 
      （はいの声） 
教育長   それでは、書写については、光村図書を採択いたします。続いて、社 

会に移ります。ご意見いかがでしょうか。 
森山委員  歴史に興味をもたせることについて、どの教科書も工夫されているな 

と思ったのですが、日本文教出版のＱＲコードを読み取ってみると、す

ごくわかりやすかったです。例えばイラストの「建物」をクリックする

と、建物だけに色が付くとか、ただ説明があるだけでなく、グーグルド

キュメントのデータが出てきて、自分で書き込んで編集ができるという

ものもありました。これは、ものすごく画期的だと感じました。 
教育長   今、一人一台端末を配付している中で、ＱＲコードの先の部分の工夫 

も非常によくされているという、日本文教出版についてのご意見でした。 
藤井委員  選定委員会の答申にもありましたが、同じ時代のページを比べてみる 

ということで、室町時代の文化のあたりを比べてみると、どの教科書も

「室町時代にはどのような文化が生まれたのだろうか」という問いを基

に追究していくという流れになっています。どの教科書も金閣と銀閣が

出てきますが、日本文教出版は、金閣と銀閣を比べて、そこから課題解

決に入っていくという流れになっているので、子供も興味をもって追究

していきやすい、主体的に深めていきやすいつくりになっていると思い

ました。 
教育長   今のご意見と関連してですが、日本文教出版は金閣と銀閣を比べると 
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いうことで、レイアウトも対照的になっています。視覚的にも深く追究

しやすい構成になっているのかなと思います。他の教科書会社も同じよ

うな資料が示されていて、文字もしっかり書かれていますが、それぞれ

を深く追っていくという観点を重視するのであれば、こういうレイアウ

トが工夫されているものも評価できるのではないかと思いました。もう            
一点、例えば東京書籍はページの下に「学びのポイント」として学習す

る流れや考え方が得られるように意識してつくられているのかなと思

います。日本文教出版は、「問題を発見する力を身に付けよう」といった、

探究の場面を示されているというところでいくと、他の教科書にはなさ

れていない工夫があるのかなと思います。 
髙橋委員  どの教科書にも、１年間の学習を振り返るようなページがあるのです 

が、日本文教出版は、これに加えて、自分にはどのような力が身に付い

たのかということを深掘りするような項目がありますし、その先には中

学校に向けて、こういうことを学んでいくんだよという項目もあります。

小学校で終わりではなくて、中学校でも社会は続くんだという学ぶ姿勢

が見えてくるのではないかと思います。 
教育長   系統性を意識しているという面でも、日本文教出版は特徴的であると 

思います。 
藤井委員  先ほどの金閣、銀閣のところのことなのですが、その部分だけのこと 

でなく、そこを見ることによって、他の部分もそういったスタンスで教

科書づくりがされているのだろうなと思います。日本文教出版は、金閣

と銀閣を対比的にならべて、人物にも焦点が当たるように配列し、それ

ぞれの建物の特徴も図式化してわかりやすくし、さらに、室町時代の文

化は現代に残っているものがたくさんあるので、現代の和室とも比較で

きるようになっています。どの教科書会社も工夫されていますが、中で

も日本文教出版はわかりやすく対比されていますし、文化の背景にある

世の中の動きについても文化と関連付けて書かれていて、６年生なりに

政治と結び付けて考えることができるようになっています。その時代の

背景を自然と学べるようになっていて、そういったことが中学校で学ぶ

歴史につながるのではないかなと、そこが優れているのではないかと思

いました。 
教育長   それでは、採択を行います。社会については、皆様のご意見を伺う上 

で、日本文教出版を採択するということでよろしいでしょうか。 
      （はいの声） 
教育長   それでは、社会については、日本文教出版を採択いたします。続いて、 
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地図に移ります。地図については２社の中から１つを採択します。ご意

見いかがでしょうか。 
森山委員  地図帳は一番好きで、子供の頃、一番見ていました。地図帳をどんな 

ふうに見ていたかなと考えたときに、まず、自分が住んでいるところが

どこなのかを確認できることが大事なことだと思っていて、府中市も地

図帳に載っていますが、帝国書院では４３ページと４４ページのところ

に示されています。家具が名産としてきちんと出ていて、隣の新市は備

後絣が出ています。自分のまちがフューチャーされているとうれしい気

持ちになります。また、地図を見ることで、自分たちの住んでいるとこ

ろはどんな産業があるのか、どんな地形なのか、日本とはどんな国なの

かなど、すごくいろんなことを知ることができるものだと思います。そ

ういった意味では、帝国書院は地形が立体的でわかりやすいと思います。

東京書籍は、海外にはどのような料理があるのか、どんな文化があるの

かが付け加えられていて、これを見て興味をもたせるような工夫がされ

てあり、甲乙付けがたいと思いました。 
和知委員  私も地図の色というか立体的という面では、帝国書院が優れていると 

思いました。東京書籍は、自然災害の記載が細かに詳しく書いてありま

す。今、日本でもたくさん災害が起きていて子供たちも興味があると思

います。そして、自分たちが、今後どのような災害に遭う可能性がある

のかということを知るという意味では、こういう資料があるのはよいの

ではないかと思います。 
藤井委員  地図は３年生から６年生という長い期間使います。特に３年生にとっ 

ては、地図の使い方は難しいものだと思いますが、そういう意味では、

帝国書院の地図についての約束事や見方の説明がわかりやすいです。３

年生にとってもわかりやすいと思います。全体のページ数も帝国書院が

多く、広く全体を見渡す地図の次に、地方ごとの詳しい地図が記載され

るという流れは、３年生でも見やすいと思います。また、同じようなペ

ージを比べてみると、色合いが違っていて、私としては土地の高低差、

市街地などがわかりやすい帝国書院がよいなと。東京書籍は情報量が多

すぎるかなと思いました。巻末の資料では、東京書籍の方が魅力的な資

料が多いと思うのですが、総合すると帝国書院の地図帳の方が、３年生

から６年生という幅広い学年で使用するにはよいのではないかと思い

ました。 
教育長   では、私の方から。東京書籍が見やすいと思いました。私もよく家で 

も地図帳を見るというタイプでしたが、この地図帳をこれから４年間、
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子供たちが学校でも家庭でも使うといったときに、東京書籍の「ホップ・

ステップ・マップでジャンプ」は、家庭の中でも家族とディスカッショ

ンしなからクイズ形式で学べるようになっていたり、統計情報の部分で

は、東京書籍がしっかりと書かれていたりするという印象をもちました。

また、近年自然災害が多い中で、その自然災害のバリエーションは、学

ぶ観点として重要性が高まってきているのかなと思います。そこが東京

書籍の方がより充実していると感じます。４年間使うということで、紙

質も大事な観点かなと思いました。髙橋委員さんはいかがですか。 
髙橋委員  日本地図を比較して見させていただきましたが、東京書籍は地図の色 

がわりと濃いですね。そういったところでは、帝国書院の方が、わりと

目に入りやすいのかなという印象を受けました。 
和知委員  地図として見れば帝国書院ですが、情報としては東京書籍なので難し 

いですね。でも地図帳ですので、地図の方が主であるのならば帝国書院

かなと思います。 
教育長   地図の見方の部分で帝国書院の方が児童にわかりやすいということで 

すね。 
和知委員  はい。わかりやすいです。 
教育長   それでは、採択を行います。地図については、皆さんのご意見を踏ま 

えた上で、帝国書院を採択するということでよろしいでしょうか。 
      （はいの声） 
教育長   それでは、地図については、帝国書院を採択いたします。 
      ここで休憩を取ります。 
      （休憩） 
 
教育長   では、再開します。続いて、算数の教科書について審議を行います。 

ご意見いかがでしょうか。 
教育長   まず私の方から。算数における今の児童の現状を振り返ると、算数の 

基礎的な力を付けることはもちろん大事なのですが、問題文をきちんと

読み取れていない、文章題の読解に課題があるということが府中市に限

らず、日本全体に言えるのではないかなと思っています。その中で特徴

的だったのが大日本図書の８８ページ左上にある「読み取る力をのばそ

う」という部分です。文章題を読み取る力を大事にしていこうと示して

あります。１４４ページも特徴的です。文章題で何を聞かれているのか、

どういう部分を重視していくのかなど、文章題の国語的な部分が重要だ

と考えていて、そういったことが丁寧に記載されている教科書が重要な
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のではないかと感じたところです。 
藤井委員  学校図書の教科書の最初に「考え方モンスター」が載っていて、算数 

ではこの中からどれかの考え方を使って問題を解けばよいとなってい 

ます。思考力を伸ばすためにはこういうことが大事だなと思います。今

６年生の教科書を見ていますが、５年生までにこういう見方・考え方を

身に付けてきましたねということも載っていて、こういうのがすごくい

いと思いました。また、子供が一人で見ても学べるだろうかと考えて、

分数のわり算の単元を見比べてみました。分数でわるというなかなか考

えにくい単元だと思うのですが、自分で見てわかるかなという視点で見

ると、日本文教出版が既習の計算方法を基に演算決定をするようになっ

ていて、他社にはないよさだと思いました。一人で学べるということは、

主体的な学びというところにも通じるものがあるのではないかと思い

ます。学校図書の「考え方モンスター」も魅力的でしたが、私は日本文

教出版の説明の仕方がよいなと思いました。 
森山委員  円の面積の求め方で比べて見たのですが、各社同じように円を細かく 

切って求めるという内容になっています。違いを見るためにＱＲコード

を読み込んでみると、各社動画で円の面積の求め方が説明されていて素

晴らしかったです。その中でも、学校図書は細かく説明するだけでなく、

◯◯さんの考え方として２人の考え方が紹介されているので、考え方が

柔軟になっていくのかなと思いました。もう一つ、日本文教出版は、円

の面積をひもで考えていて、こんなこと思い付きもしませんでした。Ｑ

Ｒコードを読み取ると、その考え方も納得できるもので、新しい考え方

が示されていました。各社、円の面積を求めるという目的は同じですが、

そこへたどり着く道のりがいろいろあっておもしろいと思いました。 
教育長   どれも甲乙付けがたいという意見が多いので、もう少し深めたいと思 

います。特徴的ということで言えば、大日本図書は中学校に関連する内

容が教科書の中に収録してあり、学校図書は別冊となっています。日本

文教出版は「もっとジャンプ」というところで日常生活との関連も工夫

された内容となっています。 
和知委員  大日本図書は２５２ページにある「中学校の数学ではこんなことを学 

ぶよ」のように、中学生での学びをイメージしやすいようなページが設

けられていて、中学生になった時の見通しがもてるようにしてあるとい

うところが印象に残りました。 
藤井委員  先ほど、学校図書の「考え方モンスター」がよいと言いましたが、日 

本文教出版にも同じようなところがあります。ただ問題のやり方がわか
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って解ければよいということでなく、どういう考え方をすればよいかを

身に付けることをどちらの教科書もすごく意識されていると思いまし

た。どちらの教科書も良いと思います。 
髙橋委員  大日本図書は１年生の教科書が別冊のものがあり、初めて算数を学ぶ 

１年生にとってわかりやすく、好きになるのではないかと思います。中

学年、高学年につながっていくような学び方を提示してあるのではない

かと思います。６年生の教科書も中学校につながるような内容になって

おりますのでよいと思いました。 
教育長   ご意見が出尽くしたということでよろしいでしょうか。 
      （はいの声） 
教育長   ご意見を伺う中で、算数は大日本図書、学校図書、日本文教出版の３ 

社についてご意見がありましたので、この３社の中から採択するという

ことでよろしいでしょうか。 
      （はいの声） 
教育長   では、３社の中から挙手をお願いします。 
      （大日本図書に３名の挙手） 
教育長   大日本図書に３名の挙手がありましたので、算数については、大日本 

図書を採択いたします。続いて理科に移ります。ご意見はいかがでしょ

うか。 
教育長   では、私から。子供たちが理科を学ぶ上で大切だと思うことは、探究 

のプロセスを学ぶことであり、そこに着目しております。どの会社も学

習指導要領に示されている探究のプロセスをたどっていますが、特に東

京書籍は、問題発見から仮説を立てて観察・実験をし、そして考察しま

とめるというプロセスがどの単元でも矢印を使いながら繰り返し訓練

していくということが非常によく見えるということと、観察・実験の写

真やイラストが大きく見やすいということで、高く評価しました。皆さ

んはいかがでしょうか。 
藤井委員  選定委員会の答申でもありましたが、「大地のつくり」の単元の写真が 

鮮明でインパクトがあります。さらに、「自分の立っている地面の下はど

うなっているのかな」といった問いかけが提示してあって、自分の身近

な事象として捉えられるような構成になっていて良いと思います。写真

については各社すばらしいですが、「大地のつくり」でいくと東京書籍の

インパクトがありました。また、学習の流れがわかりやすく配置してあ

ります。どの教科書もそういったことが書いてあるので悩みますが、私

としては、東京書籍の学習の流れの示し方や疑問から始まる設定が子供
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の主体性、問題を解決しようという意欲を引き出すのではないかと思い

ました。 
髙橋委員  先ほど教育長からもあったように、東京書籍がわかりやすいのですが、 

大日本図書も同じように問題を提起して問題を解決していくという流 

れになっています。ただ、東京書籍の方が写真とイラストと文字のバラ

ンスが非常によくて、わかりやすい、見やすいような気がします。です

から何を訴えたいか、何を考察してほしいかということがよりわかりや

すくなっていると思いますので、東京書籍を推薦したいと思います。 
和知委員  ＳＤＧｓについてはどの教科書も取り上げていますが、東京書籍の「地 

球に生きる」というところで、人と環境の関わりということについて、

問題提起されています。自分たちにできることなどを勉強する上で、上

手にまとめてあるなと感じました。他の教科書もＳＤＧｓの観点を取り

上げていますが、一番見やすいような気がします。 
森山委員  理科は、なぜ空気があるのかとか、なぜ魚は水の中で生きられるのか、 

なぜ車は走るのかなど、普段生活していても考えなかったようなことを

追究していく教科だと思うのです。ですので、教科書をぱっと見たとき

に写真やイラストで目を引くというか興味をもてる教科書がよいと思

いました。その中では東京書籍と大日本図書の教科書は写真やイラスト

を上手に使っていて、そこから興味をもって追究していけるのかなと思

いました。東京書籍は「つながりを見つけよう」ということで、普段の

生活場面のイラストがあって、「この水はどこからやってきたのだろう」

と疑問から始まっています。大日本図書は、「どちらが水でどちらが食塩

水でしょうか」といったように、いきなり問題から入ります。両方とも

おもしろいですが、私は大日本図書のようにいきなり問題から始まる感

じがおもしろいと思いました。まず考えさせるというのがよいです。た

だ、内容的にこの２社がわかりやすのではないかなと思いました。 
教育長   今挙げられた２社のコラムでいくと、どちらも充実はしていますが、 

大日本図書のコラムはより充実といいますか、子供たちの興味を引くも

のが多いのかなという印象を受けました。また、写真のインパクトとい

う面でもこの２社は鮮明でよいなという印象がありました。 
森山委員  ＳＤＧｓの観点が先ほども挙がっていましたが、特に理科は環境とつ 

ながっている内容が多いと思います。ＳＤＧｓについてはいろいろな項

目がありますが、環境に配慮していかなければならないと思います。コ

ラムの部分にＳＤＧｓについて書かれていれば、このままではいけない

よねという問題意識をもつこともできると思いますので、コラムにＳＤ
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Ｇｓのことが書かれている大日本図書がよいだろうと思いました。 
教育長   ただいま議論いただいた中では、東京書籍と大日本図書の中から決定 

していくということでよろしいでしょうか。 
      （はいの声） 
教育長  では、どちらかに挙手をお願いします。 
      （東京書籍に４名の挙手） 
教育長   では、理科については東京書籍を採択いたします。続いて生活に移り 

ます。ご意見をお願いします。 
教育長   生活科は１・２年生が使用し、３年生からの社会科・理科につながる 

教科であります。ですので、そこにつながる動機付けになるようなもの、

それが充実したものという観点から読ませていただいたところです。子

供たちの意欲を喚起するような教科用図書が適切なのではないかなと

思っております。 
和知委員  どの教科書も写真が多く、子供が興味をもてるようにつくられている 

のですが、その中でも、私が一番楽しいなと感じたのが教育出版の教科

書です。２ページ目に「保護者のみなさまへ」という項目があって、そ

の中に「六つの力をひき出すことを大切にしています」というメッセー

ジとともに六つの力が記載されています。これは「保護者の方も一緒に

考えていきましょうね」というメッセージで、保護者に対しても六つの

力を引き出すことの大切さに気付かせるような構成になっているのだ

ろうと思います。また、各ページに六つの力が示されていますし、単元

の終わりには「ぐんぐんはしご」があって、振り返りが簡単にできるよ

うな工夫がされていますので、保護者の方もこの教科書で一緒に学んで

いけるのではないかと感じました。その点で、教育出版が一番楽しく学

べるのではないかと思いました。 
教育長   「保護者の皆様へ」という記載は他社にもありますが、資質・能力と 

いう部分、六つの力というところまでも整理して伝えている、生活科の

学習目標について明記しているという部分が評価できるというご意見

だったのではないでしょうか。他にいかがでしょうか。 
教育長   各社いろいろ工夫されている中で、見た目の部分で特に印象的だった 

のは東京書籍です。全体の構成の見やすさがありました。光村図書はイ

ラストが素晴らしいなと。子供たちへの意識付けとして、興味・関心を

高めるようなイラストがふんだんに使われていることが特徴的だなと

思いました。また、教育出版は、「わくわくすいっち」という学びの視点

が明記されていることは評価できる点として挙げたいと思います。 
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藤井委員  東京書籍の写真やカットの配列がすっきりしていていいですね。例え 

ば生き物の単元には「いきものずかん」があるだとか、情報がコンパク

トにごちゃごちゃせずに載っているなと思います。理科的な要素の時に

はそれがとても感じられます。教育出版も草花遊びであればその遊びが

いくつか並べられてわかりやすく記載されていますが、比べると東京書

籍の方がわかりやすいと思います。その一方、教育出版は「はっけんろ

ーど」で学びの連続性が示されていて、体験が多い教科だけれども、学

びがしっかりとつながっていくんだよということがわかりやすいです。

光村図書は、ヨシタケシンスケさんのイラストがすばらしいです。絵本

からも、子供がもっている素朴な疑問だったり、自由な発想をおおらか

に受け止めて、みんな自分らしくていいんだよというスタンスの方だと

いう印象をもっていますが、教科書でも子供の素朴な疑問をイラスト化

してあって、楽しいなと思いました。この学習が理科や社会につながっ

ていくと考えると「いきものずかん」などがある東京書籍がよいかなと

思っています。 
森山委員  東京書籍は割と疑問形で投げかけがされています。１・２年生は、主 

体的に学ぶということが難しいかもしれないと考えると、先生にとって、

このように疑問がたくさん投げかけてあると子供たちに考えさせたり、

答えさせたりと授業がしやすいのかなと思います。 
和知委員  光村図書の巻末に、切り離せるシートが付いています。これを持って 

校庭などで生き物を探すのに使うのかなと思います。今３社について意

見が出ていて、どれも甲乙付けがたいですね。 
教育長   先ほど藤井委員がおっしゃった、「はっけんろーど」ですが、授業を構 

成する上でも、子供たちが振り返る上でも系統性というものをかなり意

識された構成でつくられているのだろうなという印象を受けました。 
髙橋委員  教育出版の教科書は左上に六つの力を備えるためのキーワードが書か 

れていますし、テーマごとに問題提起から解決までの流れがわかるよう

になっているなと思いました。東京書籍は１年生ならではの興味をそそ

るような内容になっていて、親しみがもてると感じました。 
藤井委員  先ほど、和知委員が言われたように、光村図書にも優れた図鑑があり 

ます。髙橋委員が言われたように教育出版は付けたい力が書いてあって、

「はっけんろーど」をたどっていくと「ぐんぐんはしご」が伸びていく

という構成はよいなと感じました。また、子供が観察記録を書いたり感

じたことを書いたりした部分がふんだんに使われています。生活科は外

に出て体験したり観察したりということが多いのですが、子供が書いた
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ものが示されていることで、何を学ばせたらいいのか、何を学んだらい

いのかということについて見通しがもてるのかなと思います。 
教育長   では、採択に移りますが、ご意見を伺うと、３社についてのご意見が 

ありました。この３社の中から採択するということで挙手をいただきた

いと思います。 
      （教育出版に３名の挙手） 
教育長   それでは、生活は教育出版を採択したいと思います。 
     ここで休憩を取ります。 
      （休憩） 
 
教育長   再開します。続いて音楽に移ります。ご意見をお願いします。 
教育長   では、私から。２つの出版社とも多くの楽曲が入っているなという印 

象を受けました。教育出版は、演奏する際の楽譜が充実しているという

ところで違いが出ていると思います。私は、教育出版の教科用図書をよ

り評価したいと思います。 
和知委員  違うところを比較してみました。教育出版はＱＲコードを読み取ると、 

演奏とともに映像があり、楽譜に色が付くようになっています。とちら

も「ふじ山」の歌が掲載されていますが、写真のインパクトとしては、

教育出版の方があるかなという感じを受けました。 
藤井委員  鑑賞曲のところで比較しましたが、どちらもＱＲコードが付いていて、 

動画等が見られるようになっているのだろうと思います。どちらにも工

夫がありますが、教育出版は「音楽のもと」として、旋律や音色、反復、

変化など音楽を構成している要素について記載されているので、それを

意識して鑑賞できますし、鑑賞後にそれを視点として考えやすいのでは

ないかなと感じました。 
教育長   私からもう一点述べさせていただきます。音楽の授業の中で、技術指 

導を行うにあたり、教育芸術社は、リコーダーの技術指導が丁寧にされ

ていると感じます。技術に関するページ数も多く、丁寧に説明されてい

るという点では評価できると思います。 
森山委員  教育芸術社は、リズムに重点を置いているのかなという印象を受けま 

した。最初に出てくる曲が、まずリズムで活動するように構成されてい

て、子供にとって馴染みやすいのかなと思いました。リコーダーについ

ても、タンギング等、音程ではなくリズムに関することを重視して取り

上げているという特徴があるなと思いました。「ミッキーマウスマーチ」

は両社に出てきますが、教育出版はパートが多く示されていて、教育芸
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術社は演奏順序がわかりやすく示されています。合奏をするという意味

ではやりやすいのかなと。両社とも特徴があるなと思います。 
髙橋委員  甲乙付けがたいですね。教育芸術社は、リコーダーに特化していて、 

教育出版はいろいろな楽器でいろいろな音色を奏でられるように構成 

されているように感じます。 
藤井委員  最初にも言いましたが、それぞれのよさがありますね。教育芸術社は、 

やはりリコーダーの技術指導について丁寧に記載されています。教育出

版は鑑賞の際、ＱＲコードから演奏の様子がつかみやすいですし、「ふじ

山」のところでは、視覚的にもイメージができるように写真が工夫され

ていると思います。そして、やはり、「音楽のもと」があることで、学ぶ

方も指導する方も使いやすい教科書であるのかなと思います。 
教育長   では、意見が出尽くしたようですので、採択を行いたいと思います。 

皆さんの意見を伺うにあたり、教育出版の教科書を採択するということ

でよろしいでしょうか。 
      （はいの声） 
教育長   それでは、音楽については教育出版を採択いたします。続いて図画工 

作の採択に移ります。ご意見をお願いします。 
森山委員  気になった点ですが、日本文教出版は、この教科書を作成する時期に 

     よるものと思われますが、写真に写っている子供たちがマスクを付けて 

います。今後、この教科書を使っていくことになった場合、少し違和感

があるのかなと。一方、開隆堂にはマスク姿の写真はありません。 
藤井委員  目次の部分ですが、開隆堂は、キャラクターによって単元の目標が示 

されていて、日本文教出版は、鑑賞なら「鑑」と文字で表されています。

どちらもいいのですが、日本文教出版の方がわかりやすいと思います。

また、造形と鑑賞の単元がありますが、どのような視点で子供たちが鑑

賞をすればよいのかが吹き出し等からわかりやすいです。造形をこうい

う観点で見るとよいという道標になると思います。この部分は日本文教

出版の教科書がよいと思いました。 
教育長   児童の吹き出しが非常にわかりやすく表現されているということです 

ね。 
藤井委員  はい。そうです。 
教育長   これはよいなというところがありました。日本文教出版では教科書の

下の部分に使用する道具が丁寧にかかれているところ。開隆堂はそれが

左上にかいてあります。何を題材にしてどのように活動していくのかと

いうことについては、どちらも工夫して示されているように思いますが、
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日本文教出版の方が、単元で行っていく活動とねらいがすごくリンクし

て書かれているので評価したいと思います。一方で、学習のめあてにつ

いては、児童目線で考えると、開隆堂の方がわかりやすいと感じ、すば

らしいと思いました。 
髙橋委員  子供たちの創造力をかき立てるということで言えば、日本文教出版が 

非常に有効な内容になっていると思います。開隆堂は「ふりかえり」や

「あわせて学ぼう」のところが有効なのかなとも思います。先ほど森山

委員さんが言われたマスクのことはそれほど気にする必要があります

かね。今後４年この教科書を使いますが、４年後に見たらどう感じます

かね。 
藤井委員  マスクを付けていない写真もありますよね。６年生の針金で造形する 

単元を例に挙げますが、開隆堂は下のところに土台の作り方や技法が丁

寧に説明されています。つくるときのヒントとしては子供にもよくわか

るので、すごくいいと思います。もちろん、日本文教出版にも同じよう

な内容がありますが、別ページになっています。ただ、別ページですが

詳しく載っています。甲乙付けがたいですが、私は、日本文教出版には

児童の吹き出しが載っていて、どんどん発想が膨らみますし、「こうすれ

ばおもしろいな」とか、「そういう見方もあるんだな」など、いろいろな

考えにつながりますので、有効なのではないかなと思います。指導する

場面と鑑賞の場面の両方から見ても、吹き出しがある方がよいと思いま

す。 
教育長   両社の違いとして、日本文教出版は、児童同士のディスカッションと 

言いますか、議論できるような観点が明確に示されているのかなと思い

ました。そういう場面の写真も掲載されていて、話し合い活動の中でよ

りよいものへとつなげていくという面が顕著に出ていると思いました。 
教育長   それでは、採択の決を採らせていただいてもよろしいでしょうか。 
      （はいの声） 
教育長   それでは、適切だと思われる教科書に挙手をお願いします。 
      （日本文教出版に４名の挙手） 
教育長   それでは、図画工作は、日本文教出版を採択いたします。続いて家庭 

の採択に移ります。ご意見をお願いします。 
教育長   では、私から。家庭科は将来生きていく上で役立つことを学ぶ教科だ 

と思いますので、より実践的で、子供たちが何をするのかという手順等

がわかりやすい教科書が適切ではないかと考えています。そういった中

で、見やすさで言うと東京書籍の方がわかりやすいと思ったのですが、
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手順の示し方という面では開隆堂は丁寧であると感じました。 
藤井委員  今、教育長が言われたように、家庭科は生活と直結している教科なの 

で、生活に生かせるようになることが大事だと思います。開隆堂は６ペ

ージや３７ページにあるように、学んだことを生活の中に生かすという

ことを一貫して示しているところがよいなと思いました。もちろん東京

書籍にも同様の記載はありますが、開隆堂の方がより具体的で実践的と

感じます。 
教育長  他にご意見はありませんか。ご意見をいただく中では、開隆堂を採択す 

るということでいきたいと思いますがよろしいですか。 
     （はいの声） 
教育長   では、家庭については開隆堂を採択いたします。続いて保健の審議に 

入ります。ご意見をお願いします。 
教育長   私から意見を述べます。保健は、科学的な知識や正しい知識が端的に 

示されていることや他教科でも言えることですが、子供たちの興味・関

心を引くためにも文字とイラスト、写真のバランスが大切だと思います。

そして、子供たちが自分の健康について考えられる、自分で気付けるよ

うになっているかという観点で見させていただきました。皆様にもそう

いった観点でもご意見を出していただければと思います。例えば、学習

に主体的に取り組むという観点で、この教科書が効果的である等の意見

はございますでしょうか。 
藤井委員  東京書籍や光文書院の教科書を見てみると、交通事故の防止という学 

習があります。大きく言うと「けがの防止」という単元ですが、どちら

も最初に学習課題が設定され、それを調べたり、考えたり話し合ったり

して解決していくという道筋が示されています。課題解決的な学習につ

ながるためよいと思いました。東京書籍は、資料の提示の仕方がよいと

思います。交通事故の原因について、歩いているときや自転車に乗って

いるときに分けてグラフが示され、それを基にどうすればよいかという

ことを児童に考えさせる流れになっています。児童が考えやすい構成に

なっています。光文書院にもそういう資料がありますが、学習した後に

提示されています。東京書籍のように課題設定の場面に提示される方が

主体的に学べるのではないかなと思いました。 
教育長   私は特に２社が適切かなと思いました。まずは学研ですが、５・６年 

生の教科書の５ページにあるように、問題の解決の段階が３つ示され、

全ての学習において、この３つの活動が重視されています。次に、東京

書籍ですが、５・６年の教科書の３ページにあるように、４つのステッ
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プをたどって学びを進めるようになっています。子供たちにとっても指

導する教師にとっても学習の流れが明確になっているということが適

切な教科書なのではないかという印象をもちました。 
和知委員  教科書の使い方のページを比べると、光文書院と学研は１時間で学ん 

だことを活用するという流れになっていますが、東京書籍は、「まとめ 

る・生かす」となっていて、ちょっと深く入り込んだ内容となっている

ように感じます。さらに、東京書籍のページのレイアウトが見やすいと

感じました。ページの下の「まめちしき」や資料の紹介ページへの案内

もわかりやすいと思いました。 
教育長   今おっしゃっていただいた観点で言うと、学研や光文書院よりも東京 

書籍の方が、「生かす」というところが充実しているということですね。 
和知委員  はい。普段の生活にどう生かしたらよいかという点で比較して見ると、 

すごく細やかに書いてあるように感じました。 
教育長   東京書籍の「心の健康」を見ると、「つなげよう」で他教科との関連も 

書かれていて、教科横断的に学ぶという視点をもたれているという印象

を受けました。 
藤井委員  選定委員会の答申に、「東京書籍の単元の導入には児童にとって身近 

な内容が扱われていて、自分事として考えやすい」とあります。実際、

「心の健康」の単元でも、単元の初めや毎時間の最初に写真や３コマ漫

画などで、身近な場面が示されていて、自分事として課題を考えられる

ようになっていてよいと思います。 
教育長   では、採択に移りたいと思いますが、ご意見のあった３社の中から採 

択したいと思います。適切だと思われるものに挙手をお願いします。 
      （東京書籍に５名の挙手） 
教育長   保健につきましては、東京書籍を採択いたします。ここで、休憩を取 

ります。 
      （休憩） 
 
教育長   再開します。続いて英語に移ります。ご意見をお願いします。 
教育長   では、私から。府中市の大きな目標として英語についての興味・関心 

を高めるということがあります。ですので、教科書も親しみやすさ、取

り組みやすさということも大事だと思っています。また、読む、書く、

聞く・話すという基本的な技能を身に付けるという意味でも、教科書に

どんどん書き込んでいけるスペースが十分にあるものが望ましいと思

いながら見させていただきました。指導のしやすさや親しみやすさとい
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った面から皆様にご意見をいただければと思いますがいかがでしょう

か。 
藤井委員  光村図書ですが、選定委員会の答申にも「学習内容がはっきりと記載 

されていて、児童にも教師にも活動がわかりやすい」とあります。実際

に見てみても、何をするのかがわかりやすいので、興味・関心があまり

ない子にとっても有効だと思います。東京書籍についてですが、単元ご

とに振り返りができるので、そのあたりは充実していると思います。６

年生の Unit１の最後には「文字の音に慣れ親しもう」という書き込める

ページもあって、知識を習得しやすくなっていると思います。 
和知委員  光村図書は最初に「いつもたいせつ」というページがあって、コミュ 

ニケーションを大切にされているのかなという印象です。また、選定委

員会の答申にも「学習内容がはっきりと記載されていて、児童にも教師

にも活動がわかりやすい」となっていますので、こちらの教科書がよい

のではないかなと感じました。 
森山委員  単純に英語を学ぶだけでなく、外国の文化について興味をもたせると 

いう仕掛けがあるなと思いながら見させていただきました。その中でも

おもしろいなと思ったのは、光村図書です。光村図書は、最初に自国の

ことを紹介するという構成になっています。他国のことを知る前に、自

国のことを知る必要があるとよく言われますが、英語を通じて、今住ん

でいるところについて確認するという構成がおもしろいと思いました。 
教育長   小学校の段階から英語を話すのが楽しい、間違えることを恐れないと 

いったことを大事にしたいです。小学校で英語が嫌いだった児童が、中

学校で好きになるということはなかなか難しいと思います。ですので、

活動が活発になるような教科書が適切なのだろうと思います。 
髙橋委員  光村図書と三省堂は、英語に親しみやすいようにクイズ形式や教師と 

児童のやり取りができる場面が多くなっていると思います。東京書籍の

空白の部分は全部英語で書くのでしょうか。 
教育長   一部はそうですね。 
髙橋委員  そうなると、小学生の段階でここまで多くの内容について英語で書け 

るのかなという疑問があります。私としては、光村図書が、児童と教師

がしっかりとコミュニケーションを取れるようになっていますので、よ

いと思います。 
和知委員  三省堂の「地域の紹介をしよう」という単元もよいなと思いました。 

自分の地域の観光スポットや祭りをどのように伝えたらよいかという 

ことを知っていたら、聞かれてもすぐに答えられるので、喜ばれるし、
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自分もうれしくなるのではないかなと思いました。 
教育長   日常生活にも生かしていけるということですね。先ほど髙橋委員さん 

から質問があった件について事務局に質問ですが、東京書籍の空白の部

分は日本語で書く部分と英語で書く部分があると思いますが、どちらで

書くのか印があるでしょうか。 
大垣主査  基本的に英語で書く部分については、４本の罫線が引かれています。 

それ以外の部分は日本語で書くようになっております。 
藤井委員  最初、教育長から府中市の子供が英語に対して興味・関心が低いとい 

うお話がありましたが、どの程度なのでしょうか。 
教育長   全国的な傾向として、小学生は割と高い数値となりますが、府中市は 

小学生の段階から低いという傾向がみられます。要因はいろいろあると

思いますが、英語を使う活動の必要性を児童が感じにくいこと、外国の

方と触れ合う機会が少ないということなどが挙げられると思っていま

す。ただ、外国語自体の必要性については児童生徒も感じていますので、

外国語をさらに親しみやすいものへと変えていくという観点からも

ALT を増やしている状況です。そういった意味でも、話す活動というの

は重要視していくという方向性をもっています。 
藤井委員  興味・関心というのと苦手意識というのは若干違いますよね。 
津田主幹  ５・６年生も「外国語活動」だった頃は、府中市もアンケート調査の 

数値としては高かったと思います。個人的には、「書く」等内容が変化し、

難しくなったことによって、苦手意識を感じる児童も増えてきているの

ではないかと感じております。 
大川課長  これまでは「慣れ親しむ」が目標でしたが、５・６年生の教科化によ 

って内容が難しくなったことは、子供にとっても影響があったのでは

ないかと思っています。 
藤井委員  本格的に英語を学ぶのは中学生からですよね。 
教育長   そうとも言えなくなってきていますね。もちろん文法等は中学校から 

本格的に入ってからですが、小学３年生から外国語活動が始まります。 
藤井委員  小学校の英語では、まず好きになってもらう、コミュニケーションを 

図りたいと思ってもらうことが大事だと思います。ALT が各校に配置さ

れることによって、「話してみたい」「もっと知りたい」という気持ちに

させることには効果があると思いますが、思うように話せないというと

きに、教科書で学んで少しでも会話の助けになればよいなと思います。

そういう視点で見たときにどの教科書なら「会話してみよう」とか「少

しできた」と思えるようになるのかと考えて先ほどから教科書を見てい
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ます。東京書籍は割と高度というか、書くところが多く、表現も複雑な

ものが多いと感じます。そうすると、活動することがよくわかる光村図

書の教科書が子供に即しているような気もします。しかし、中学校の英

語を垣間見ると、高度なことをしているなと思うので、中学校につなげ

るためにはできることを増やすことも必要だとも思うので悩んでいま

す。 
教育長   今の子供たちの現状に即して選ぶということも大切ですし、４年間使 

用しますので、何を目指すのかという視点をもつ必要もあると思ってい

ます。 
森山委員  中学校で本格的に英語を学ぶ前に、英語というものを自分にとって身 

近なものにするための教科だと思います。教科書が違えばそれが変わる

のかと言われればそうでもないようが気がします。先ほども言いました

が、どれだけ異文化に興味をもつかが一つの大事な要素なのではないか

なと思っています。 
教育長   お話を伺って、外国語に興味をもてないという原因には様々あると思 

いますが、わからないから嫌いになるということがあると思います。逆

に言えば、わかるから好き、できるから好きということもあると思いま

す。やはり、子供たちに力を付けていかないといけないと思います。教

科書を使って学んでいく子供たちに力を付けるということを担保しな

ければならないと思います。６社とも検定に合格していますので、基準

はクリアしていますが、その中でより適切なものを選んでいただきたい

と考えています。 
教育長   今、３社についてご意見をいただきましたので、３社の中から採択し 

たいと思いますがよろしいでしょうか。 
      （はいの声） 
教育長   適切だと思う教科書に挙手をお願いします。 
      （光村図書に４名の挙手） 
教育長   では、英語は光村図書を採択いたします。最後に道徳の審議に移りま 

す。ご意見をお願いします。 
教育長   子供たちが自分のこととして道徳的な価値について考えることができ 

る教材が適切でありますので、心に響くもの、身近なもの、感動的な教

材やコンテンツが選ばれていくべきなのかなと考えております。また、

議論する道徳とよく言われますので、問題解決的な学習の展開ができる

ような教材がよりよいものとして薦められるのではないかなと思いま

すので、そういった観点でもご意見をお願いします。 
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和知委員  この中では、光村図書と日本文教出版を評価します。違いとしては、

評価をするためのノートが付いているかどうかということがあります。

そこに授業で考えたことや振り返りを書くことで、先生も児童の考えを

把握することができるので、大変役に立つのではないかなという気がし

ます。 
藤井委員  質問ですが、別冊でノートが付いている会社は何社ありますか。 
大垣主査  別冊で付いているのは、日本文教出版だけです。 
藤井委員  教科化されてから、学習の足跡が必要ということで、以前はもっとノ 

ートが付いているものが多かったように思います。日本文教出版のノー

トは簡素化されていますね。これがなかったら、何か別のワークシート

等で見取っていくのだろうと思うので、あればいい面もあると思います。

教科書の中身でいくと、各教材に考える視点が挙げられていたり、「つな

げよう」でどのようなところで生かせるかを投げかけたりしてある光村

図書がよいと思いました。日本文教出版と比べて見ていますが、目次に

はどちらも学びの視点が明確に示されているので、大変よいと思います。

光村図書は、「いじめをゆるさない心」とあり、いじめについてより明確

に書かれているところもよいです。ノートでいくと日本文教出版ですが、

発問を見ると光村図書が充実していると思いました。 
森山委員  光村図書と日本文教出版を見ました。内容的にはどちらもよいと思い 

ましたが、光村図書には、より子供たちにとって身近な内容が掲載され

ていると感じました。また、見た目として、光村図書の方が読みやすい

と思いました。 
教育長   日本文教出版はこぶしのマークで友達と話し合って考えを深める場面 

が明確に示されていますし、「心のベンチ」というところで、他教科との

関わりを示し、考えを広げていくようになっています。より深く学んで

いける観点をもっている教科書なのではないかなという印象をもちま

したので、私は日本文教出版を評価したいと思います。 
森山委員  先ほど教育長が言われた観点で見ると、日本文教出版には、みんなで 

議論して考えさせるという仕掛けがあると思いましたので、すごくよい

なと思いました。 
髙橋委員  道徳ノートが必要なのかなと考えていたのですが、ある方が自分の気 

持ちを整理できるのかなと思います。また、考える力も高まるのであっ

た方がよいのかなと。 
教育長   それでは、採択に移りたいと思います。ご意見があった、光村図書と 

日本文教出版で決を採りたいと思いますがよろしいでしょうか。 
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      （はいの声） 
教育長   より適切だと思われる教科書に挙手をお願いします。 
      （日本文教出版に３名の挙手） 
教育長   道徳の教科書は、日本文教出版を採択いたします。 
      長時間にわたり、ご審議いただきありがとうございました。これで議 

案第２０号については終了といたします。 
教育長   続いて、事務局から何かありますでしょうか。 
和田係長  次回は、８月２２日（火）１３時３０分から教育センターにて行いま 

すので、よろしくお願いいたします。 
教育長   以上をもちまして、令和５年第９回教育委員会会議を終了いたします。

大変お疲れ様でした。 



1 

府中市教育委員会会議録 

１ 開会の日時 
令和５年８月２２日（金）  教育センター 会議室 
（令和５年第１０回）     １３時３０分 開会 

 
２ 出席委員 

荻野教育長、高橋委員、和知委員、藤井委員、森山委員（５人） 
 

３ 委員以外の出席者 
門田教育部長 大森教育政策課長 大川学校教育課長 
道田教育政策課文化財室長 長岡教育政策課主幹 津田学校教育課主幹 
小寺学校教育課主幹 竹内学校教育課主幹 和田教育政策課教育推進係長 
 

４ 会議に付した議案の題名 
第２１号 過疎地域持続的発展計画の変更について 
     （教育委員会の所掌に係るものに限る。） 
第２２号 府中市文化財保護条例の一部改正について 

第２３号 令和４年度府中市一般会計歳入歳出決算認定について 
     （教育委員会の所掌に係るものに限る。） 
第２４号 令和５年度府中市一般会計補正予算（第５号）について 
     （教育委員会の所掌に係るものに限る。） 
第２５号 令和６年度使用教科用図書のうち特別支援学級において使用する教 
     科用図書の採択について 
 

５ 審議の大要並びに結果の概要 
議案５件について審議を行い、同意の議決を得た。 

 
６ 議決事項 

議案第２１号 承認  議案第２２号 承認  議案第２３号 承認 
議案第２４号 承認  議案第２５号 採択   
 

７ 協議事項 
なし 
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８ 報告事項 
（１）荻野教育長 

・ＡＬＴ（外国語指導助手）について 
 

（２）門田部長 
 

（３）教育政策課 
・「熱中症対策標語コンテスト」表彰式について 
・歴史資料館の管理運営体制の見直しについて 
・市民プール整備事業に係る発掘調査業務について 
 

（４）学校教育課 
・学校の状況等について 
 

９ その他 
なし 

 
次回  ９月２１（木）午後１時３０分～ 
次々回 令和５年１０月２０日で調整 

１８時０５分 終了 
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教育委員会会議（１０回） 

 

教育長   それでは皆様、こんにちは。 

      先週末の小学校及び義務教育学校前期課程の教科書採択に当たり長時

間にわたり、ありがとうございました。改めて来年度の小学生に、手に

届く教科書の採択ということで、その重要性を改めて感じたところでご

ざいます。本日も教科書採択案件がございますので、どうぞよろしくお

願いをいたします。 

      いよいよ明日から学校の２学期が始まるということで、来週２９日か

らは中学校２年生、府中学園の８年生、府中明郷学園の７年生の全体で

２５８名の生徒がキャリア体験学習に参加をいたします。市内の１０８

の企業等に御協力いただき取組をスタートする予定でございます。その

受け入れ先の一つとして和知委員のＭＧユースなどもあるということ

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

      それでは、本日も少し時間を要する案件がございますので、早速令和

５年の第１０回の教育委員会会議を開催いたします。 

      まず会議録署名者の指名をいたします。高橋委員、森山委員よろしく

お願いいたします。 

      それでは、会議録の承認に入ります。前回の会議について事務局の報

告を求めます。 

      和田係長。 

和田係長  それでは失礼いたします。 

      令和５年第９回会議について御報告いたします。 

      第９回会議は、令和５年８月１８日金曜日、午後１時３０分から教育

センター会議室において、教育長、教育委員全員と門田教育部長ほか事

務局６名の出席で開会いたしました。議案は２件で教育委員会規則の改

正に関わるものが１件、教科書用図書の採択に関わるものが１件でした。

会議の冒頭で、教科用図書の採択に関わる議案について、会議の公開・

非公開の取り扱いを確認し、委員全員の同意に会議を公開とすることに

決しました。 
      まず議案第１９号 府中市教育委員会外国青年公舎管理規則の一部改

正について、語学指導等を行う外国青年の幅広い人材確保のための所要

の整備であることを確認し、可決いたしました。 
      続いて、議案第２０号 令和６年度小学校及び義務教育学校前期課程

において使用する教科用図書の採択について、１３種目ごとに審議を行
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い、採択しました。 
     そのほかの事項はなく、次回開催日程を確認し、会議の全てを１８時  

１５分に終了しました。 

     前回の会議については以上でございます。 

     また、本日お手元に資料として先ほど申し上げた前回の会議において小

学校及び義務教育学校前期課程で使用する教科用図書について採択さ

れた結果の一覧を机の上に置かせていただいております。御確認のほう

をお願いいたします。この採択の結果ですけれども、決裁終了後すぐに

ホームページにおいて公表する予定になっております。 

      以上でございます。 

教育長   それでは会議録の承認を求めます。御異議ございませんでしょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   異議なしと認めます。 

      会議録の承認をいたします。 

      それでは、本日の議案に移ります。 

      本日は、議案が５件で、９月市議会定例会に提出される議案について

府中市長から意見聴取を求められているものが４件と、特別支援学級で

使用する教科用図書の採択に関わるものが１件でございます。 

      ここで議案に入る前に、本日の議案第２５号について、公開・非公開

についてお諮りをしたいと思います。 

      議案第２５号は、令和６年度使用教科用図書のうち特別支援学級にお

いて使用する教科用図書の採択についてでございます。この議案では児

童生徒一人一人について必要な支援の状況に基づき審議をするもので

ございますので、この議案については非公開にしたいと考えますが、い

かがでしょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   それでは、出席委員全員の同意を得ましたので、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第１４条第７項の規定により、議案第２５号の議

案は非公開とすることといたします。 

      本日の会議ですけれども、議案の第２１号から第２４号の審議をした

後に、先に協議報告事項を行います。その後に議案第２５号の審議を非

公開で行うことといたします。 

      それでは、議事に入ります。 

      まず議案第２１号 過疎地域持続的発展計画の変更について(教育委

員会の承認を諮るものに限る)を議題といたします。 
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      提案説明をお願いします。 

      大森課長。 

大森課長  議案の第２１号 過疎地域持続的発展計画の変更、教育委員会の所掌

に係るものでございます。議案集の２ページを御覧ください。 

      過疎地域持続的発展計画の変更、これは過疎地域の持続的発展支援に

関する特別措置法の規定によりまして、過疎地域持続的発展計画の一部

を変更することについて市議会の議決を求めるというものです。この過

疎地域持続発展計画に載っておりますのは、この計画を定めて議会の議

決を得ることで、財源的に大変有利で、交付税措置などされる過疎債を

財源に活用できます。この事業を追加、一部改正に当たって議会の議決

が必要というものでございます。 

      ３ページを御覧ください。３ページの上段が現在の計画、市道、（２）

農道、（５）鉄道施設等ございます。下段が今度、変更後です。市道の

ところ（１）の市道のところを御覧いただきますと、現状の計画３項目

３路線ありますけれども、変更後は７路線７か所ございます。このうち

の上から五つ目、横井府中学園歩道橋補修、橋長Ｌ＝４８．０メートル

というものがあります。これは府中学園の北側ビックキューブのほうへ

行く交差点にかかっている歩道橋、屋根がついた歩道橋のことでござい

ます。老朽化、経年劣化等による老朽がございまして、今後、調査、設

計、改修ということに係って今度の過疎の計画に含めるというものでご

ざいます。 

      実はこれは教育財産ではございませんで道路、いわゆる歩道橋、道路

構造物なんですけれども、児童生徒が利用しているということから、教

育委員会の意見が求められているということでございます。 

      議案第２１号以上でございます。 

教育長   ただいま事務局から提案説明がございましたけれども、御質疑があり

ましたらお受けをいたします。いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

      それでは、採決をいたします。 

      原案のとおり承認いたしたいと思います。御異議ございませんでしょ

うか。 

      （異議なしの声） 

教育長   異議なしと認めます。よって議案第２１号を承認といたします。 

      続いて議案第２２号 府中市文化財保護条例の一部改正についてを議

題といたします。 

      提案説明をお願いします。道田室長。 
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道田室長  議案第２２号 府中市文化財保護条例の一部改正について御説明をさ

せていただきます。議案集の７ページをお開きください。 

      府中市文化財保護条例の一部改正ということでございます。教育行政、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定によって府

中市長から府中市の文化財保護条例の一部改正について意見聴取があ

ったので、教育委員会委の意見を求めるものでございます。 

      提案理由として、市内の歴史的建造物の効果的な活用を促進すること

を目的とし、一定の基準を満たした歴史的建造物について歴史的・文化

的な価値を損なうことなく改修を行うために、今回のこの議案を提出さ

せていただいておりますが、もう少し踏み込んで説明をさせていただき

ますと、別添の資料をおつけしておりまして、府中市文化財保護条例の

一部改正についてという資料があるんですけれども、そちら見ていただ

きます。 

教育長   この２枚ものの資料になるんですかね。 

道田室長  そちらを基に説明させていただきますと「翁座」、それから「恋しき」

といった市が所有する歴史的建造物がありますけれども、今回のこの条

例の改正によって新設する特定歴史建造物として登録するという制度

になります。現状変更の規制及び保存のための措置を講じた歴史的建造

物として、今回、いわゆる建築基準法の適用除外が受けられるような状

態にしますということでございます。これを受けて効果的な改修が行う

ことが今後可能になってくるということでございまして、構造としまし

ては一部改正ということで、ここに上がっております第１５条から第２

２条がそちらに対応する条文であって、その条文を今回新たに今までの

文化財保護条例につけ加えたという内容になってございます。 

      説明は以上でございます。 

教育長   ただいま事務局から提案説明がございました。御質疑がありましたら

お受けをいたします。いかがでしょうか。 

      では、私から１点質問というか、説明を追加でお願いしたいんですけ

ども、歴史的・文化的価値を生かした改修工事、具体的にはどういう本

来、工事をしなきゃいけないものをこういう工事にこれをする、条例の

一部改正によって、工事の景観がどう変わっていくのかっていうイメー

ジをもう少し聞かせていただければ。 

道田室長  根拠となる条例をつくろうとしているんですけども、現在の「恋しき」

「翁座」というのは、現在の建築基準法でいうと既存不適格な状態とな

ります。今の建築基準法の基準で建てられていないための歴史的な建物
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でございます。このままの状況ですと、建築基準法に適用するような内

容の改修工事をしようとしますと、外観的な耐震性、強度を保たせるた

めの何かアウトフレームであるとか、「翁座」でいうと、あの巨大空間

の中に、中に柱が増設しなきゃできませんよということになるわけです

が、そうすると景観であるとか、そうしたところから歴史的・文化的な

価値を著しく損なってしまうという状態が起こってしまいます。そのた

め、今回の条例を改正することで代替措置、いわゆる耐震性については、

そういった景観を損なうことのないところで耐震性を上げることが可

能となります。それから、防災に関しても人を配置するとか、使い方で

工夫することで、現建築基準法の適用を除外させているということを認

めていただくというものになっております。 

      以上です。 

教育長   御質問いかがでしょうか。観光という観点で高橋委員さん何か御質問

はありますか。 

高橋委員  あり過ぎてあれなんですけど、この条例の一部改正は今回の９月議会

に上程されていて、全て受託されるんですか。 

教育長   議会で。 

高橋委員  議会で。９月議会だけ。その後すぐ、そういった改修のほうに進んで

いけるんですか。 

道田室長  程度にもよると思います。建築基準法に適合するようなものであれば、

この物件がちゃんと特定の歴史的建造物として登録されているものな

んですよということになれば、建築基準法の特定行政庁というのは今、

広島県になりますので、県の建築審査会がそういう根拠を持っている建

造物で改修工事を行うものなんですねっていうことで認めていただく、

同意をいただく。ですが、それがなければ通常の、もしくは建築基準法

の適用をしない程度の改修整備である、要は小規模のものであれば適用

除外条例を適用することはないんですけれども。いずれにしても、これ

から「恋しき」にしても、「翁座」にしてもどういう改修工事を設計さ

れますか、具体的にどういうふうなものにされますかっていうことが決

まらないと、それができるか、できないか、別にするか、しないかは別

としても条件整備として整えておかないといけないという状況になり

ます。 

教育長   なので、それ以前は最低限の条件整備をした上で、あとは活用方法と

それに見合う工事を並行で計画していくということになります。 

      ほかよろしいでしょうか。 
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      森山委員。 

森山委員  すいません、先ほど御説明いただいた内容かもしれないんですけど、

建築基準法の適用除外、いわゆる基準が緩和されるっていうことで、工

事の内容はまだ決まってないと思うんですけど、工事終わった後の利用

方法というのは、何かちょっと制限が出てきたりするんでしょうか。 

教育長   道田室長。 

道田室長  もちろんそうです。例えば、そうですね２方向避難である場合は人を

配置しなさいとか、排煙設備をしなさいとか。あとは耐震性を持たせる

部分においても、壁の中で十分ではないかもしれないけど強度を上げる

ことができますよと。耐震調査を行っていますので、どのぐらい揺れが

くればどういった状態になるっていうデータは持っておりますので、そ

うした中で強度をどれぐらいまで上げることができるかっていうこと

をもしそこに影響する工事をするときにはそれを整備するということ

になると思います。 

森山委員  分かりました。 

教育長   御質問これでよろしいでしょうか。 

      それでは、採決をいたします。 

      原案どおり承認いたしたいと思います。御異議ございませんでしょう

か。 

      （異議なしの声） 

教育長   御異議なしと認めます。よって、議案第２２号を承認といたします。 

      続きまして議案第２３号 令和４年度府中市一般会計歳入歳出決算認

定について（教育委員会の所掌に係るものに限る）を議題といたします。 

      提案説明をお願いします。 

      大森課長。 

大森課長  それでは、府中市一般会計歳入歳出決算認定について御説明いたしま

す。先にこの薄いほうの決算資料、円グラフのある資料から、これを説

明させていただきます。 

      こちらの決算資料を１枚めくっていただきます。これは全体的な状況

でございます。歳入歳出決算の構成で、上の段が歳入、下の段が歳出と

いったものです。歳入は全体で２２６億５，２６１万８千円。歳出は、

２１７億３，８１４万６千円となっておりまして、下の円グラフのとこ

ろを見ていただきますと教育費は、１７億３,１３７万７千円。これは全

体の歳出の８％程度を占めております。後ほど決算書のほうも説明しま

すけれども、この教育費の額と若干相違がありますのは、全国で比較で
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きるように若干金額が調整されております。 

      続いてこの決算歳入歳出決算書の１１ページと１２ページを御覧くだ

さい。１１ページの左の上から３段目になりますが、１０款の教育費で

ございます。左のページの一番左、支出済額、教育費の全体の支出済額

は、１７億２，５９３万５，３５０円でございます。また繰り越しとし

て４億６，１６８万円、合わせますと２１億８，７００万程度の予算と

いうふうになっています。 

      続いて先ほど言いました教育費１７億２，５００万円の内訳でござい

ます。１番目の教育総務費これが約５億円。続いて小学校費が１億  

５，８９０万２千円。中学校費が１億３，９５０万５千円。社会教育費

３億３，５９３万２千円、３億３，６００万円程度。続いて市長部局の

社会体育費２億６,１５８万３千円。最後に６番目の学校給食費３億  

２，９１１万８千円となっております。 

      続いて歳出の説明、２２５ページを御覧ください。２２５ページから

歳出の内訳等について載っていますので、説明させていただきます。先

ほど言いました２２５ページになります。教育総務費、約５億円。説明

しますのは項、目１の教育総務費で、１の教育委員会費とか、その下へ、

２の事務局費とかありますが、目と右のページの支出済額というところ

を主に説明させていただきます。そして内訳は、一番右の備考というと

ころに載っております。 

      まず、教育総務費５億円の科目でございますけども、大きく四つの科

目が上がっております。２２５ページにございます教育委員会費、そし

て、２事務局費、続いて２２９ページめくっていただいて、２２９ペー

ジの目の欄３目の教育振興費、そして、また飛んで２３５ページ、５番

特別支援教育振興費という四つの科目から教育総務費はなっています。 

      ２２５ページ、２２６ページに戻ってください。１番の教育委員会費

でございます。これは２２０万５，６６０円。備考欄を見ていただきま

すと、これは教育委員会活動に要する経費でございます。 

      続いて左の２番、事務局費です。これが２億３，２１３万４，０７４

円。続いて３番、２２９ページの３目の欄３教育振興費でございます。

教育振興費は、２億３，２０９万２，３７２円。上から外国語指導助手、

ＡＬＴの報酬に係る経費、一般事務経費。これは会計年度職員（図書館

職員ほか）の報酬等でございますが、このようになっております。また

２３４ページにいきますと上から学校教育課各種事業の就学援助費で

すとか、適応指導教室、現在の教育支援センターに要する経費、小中一
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貫教育費、遠距離通学等の事業に投じております。 

      めくっていただきまして２３５ページ、目の欄５目の特別支援教育振

興費でございます。これは支出額３，４４３万５，５７９円。備考の欄

見ていただきますと主には特別支援教育支援員の人件費等でございま

す。教育総務費でございますけれども、人件費や施設管理など経常経費

が主なものでございます。 

      続いて、同じく２３５ページの項、項の欄２小学校費の目の学校管理

費。小学校費には学校管理費しかございませんけれども、支出額は１億

５，８９２万６，５０３円。そして、５年度に１億６，４００万程度繰

り越しをしています。繰り越ししておりますのは、エレベーターですと

か、空調の工事費を繰り越ししているものです。２３８ページの備考欄

を御覧ください。小学校費の主なもの小学校管理に要する経費、これも

１億以上費やしております。小学校の施設管理経費としまして、修繕や

工事といったところで４，９５６万６千円。これも経費でございます。 

      続いて２３９ページを御覧ください。２３９ページ、左の上、項のと

ころ３の中学校費の目が１学校管理費、中学校費も学校管理費しかござ

いません。支出済額は、１億３，９５０万５，７３０円。ここも同じく

５年度への繰り越し７，０５３万２千円を繰り越ししております。これ

は空調の工事費を繰り越しているものでございます。２４０ページの備

考欄の中段あたり中学校管理に要する経費としまして６，３００万程度。

１枚めくっていただきますと２４２ページ、備考欄中学校の施設管理、

修繕や工事などで７，６１３万９，１８６円の支出となっております。 

      続いて、２４１ページの左、項を見ていただきますと社会教育費でご

ざいます。社会教育費、全部で支出額３億３，５９３万２，８１０、３

億３，５００万円。この社会教育費は三つの科目がございます。一つ目

が２４１ページのほうになります１目社会教育総務費。続いて、２４５

ページ、これは青少年育成に関する費用になります。一緒に経費で説明

します。この青少年育成経費につきましては、７２０万５，０００円。

これは青少年育成市民会議の運営経費でございます。 

      続いて、目の欄３の地域集会所費でございます。これは１，０９８万

８，１２５円。これは地域集会所の経費、主に維持管理経費でございま

す。 

      続いて２４７ページ、目の欄４の公民館費です。これは支出済額   

６，８８１万６，２３７円。これは備考を見ていただきますと公民館の

運営管理に要する経費。そして、公民館事業に要する経費、館長の報酬
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等でございます。 

      続いて２４９ページ、目の欄６番文化財費です。これは文化財費   

７，４３７万６７８円。備考欄を見ていただきますと文化財業務に要す

る経費ですとか、次の２５２ページの備考欄、保存活用計画の策定業務

委託料ですとか、下のほう資料館管理運営委託料、資料館への指定管理

料ですとかこうしたものが主な支出でございます。 

      そして、社会教育経費、最後の７番図書館費。２５２ページにありま

すとおり支出済額は９，３２３万８，７２３円。これは備考の欄にござ

いますように、図書館の管理運営委託料、これが主な支出でございます。 

      続いて、２５３ページの項５番社会体育費でございます。１の社会体

育総務費は本庁のスポーツの関係でございますので、説明は割愛します。 

      ２５７ページを御覧ください。２５７ページ、項の６学校給食費の目

１番学校給食費、ここも学校給食費は一つのみになります。支出は３億

２，９１１万８，９４２円。大きな支出として、最近、光熱費高くなっ

ております。光熱水費２，７００万ですとか、賄い材料費、これが１億

４，８００万。学校給食調理配送業務委託料９，６６７万５千円。こう

した支出が主なものでございます。 

      決算資料の説明は以上でございます。 

      もう一つ主要な施策の成果に関する説明書、教育委員会分抜粋という

ものがございます。今日については、説明は割愛させていただきます。。 

      決算関係の内容は、上でございます。 

教育長   ただいま、事務局から提案説明がありましたけれども、何か追加で御

質問等ございましたらお受けいたしますが、いかがでしょうか。 

      森山委員。 

森山委員  すいません、ちょっといろいろ細かく備考のところに出てくるんです

けど、手数料っていう項目があるかと思うんですけど、手数料っていろ

いろまちまちで数千円のものもあれば、数十万円のものもありまして、

具体的にはどういったものが手数料に含まれるんでしょう。例えば、 

２４２ページの手数料が２７万５，４１５円。割と大きな金額かなと思

うんですけど。 

教育長   事務局から説明できますか。 

      門田部長。 

教育部長  事務局で確認しておきます。 

森山委員  すいません。ちょっとその前のページでも、例えば、２４０ページの

とかでも手数料が５３万８千円とか割と大きい数字があって全体を見
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ると結構太い数字になるのかなと思いまして。 

教育長   ほか御質問はいかがでしょうか。 

      １件もし分かればなんですけれども、給食費の収入はこちらに反映さ

れるものなのかどうか。もし分かれば事務局から教えてください。６６

ページですかね。長岡センター長。 

長岡主幹  決算資料６６ページ備考欄のところ、給食費で６行目ですね、学校給

食費負担分として１億３,４０６万９,８８０円となっています。学校給

食費雑入として、当該年度の収入としています。その一つ、二つ下のほ

う給食費滞納繰越分ということで、過年度、当該年度以前の滞納繰越分

の収入額というふうに歳入に含めて計上しております。以上です。 

教育長   ほか御質問よろしいでしょうか。 

大川課長  先ほどの手数料のこと。 

教育長   大川課長。 

大川課長  すいません、２４２ページの先ほど森山委員さんのほうで御質問いた

だいた中学校施設管理経費の手数料なんですが、これは、第一中学校の

エレベーター工事等にかかる県への申請の費用であるとかそういった

工事を申請する際に県に支払っている手数料を合算したものです。それ

から、２４０ページの中学校管理に関する経費の中の手数料こちらも 

５３万８，７８５円は、ピアノの調律であるとか、新しく教頭先生にな

られた人の防火管理の講習を受講するための受講費であるとか、あと秤

がそれぞれの学校にあるんですけども、その秤を調節する手数料である

とかそういったもろもろの諸経費を合算したものがこちらの手数料と

いう形で金額のほうを上げさせていただいているところです。 

教育長   手数料になるものと表に出るもので額で手数料になったりするという

ことですか。小さいものは出てこないということですか。 

大川課長  そうですね、予算書の時点ではもう細かく項目だけ出してあるんです

けど、決算書になったときには、そこまで細かに分類をしてないので手

数料というような形でまとまっているというようなところはございま

す。 

森山委員  じゃ、何となくイメージ的には一般的な企業での会計でいうとちょっ

と雑費的な扱いですかね。何かいろんなものが含まれるということです

ね。 

教育長   一般的に手数料を取る銀行の振込手数料みたいなのは、よく手数料と

して使われている。 

森山委員  そうですね。 
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教育長   使われてるけど、今の説明でその他もろもろの手数料という枠に入っ

た形で掲載されているということですね。 

森山委員  分かりました。ありがとうございます。 

教育長   ほか、いかがでしょうか。採決の中に判断材料として聞いておきたい

っていう部分は、是非していただければと思います。 

      １件だけ教えていただきたいんですけども、決算認定に当たり令和４

年度の決算なんだと思うんですけど、昨年度からには光熱水料が大幅に

高騰していますね。大体、肌感覚でもいいんですけど何％ぐらい令和３

年度に比べて増えているのか。教育費の総額はあまり変わってない中で、

光熱水量の割合が増えてきていると思うんですけど、１０％ぐらいです

か。 

大森課長  例えば、給食のところは、単体の予算ですのでイメージ的に４、５０％

というようなところで。当然感覚ですけれども。ただ、補正予算で組ん

だ電気代を１２月とか３月で補正を組まないと賄えないぐらいの話か

なと。 

教育長   皆さん、いかがでしょうか。 

高橋委員  一つ最後にいいですか。体育関係の社会体育費なんですけど、業務内

容は本庁に移行して、予算というか費用面に関しては教育委員会に残っ

ているっていうのは、これはいつまでこういった状況が続くんでしょう

か。 

教育長   事務局、答えられますか。 

大森課長  すいません。明確な答えはちょっと持ち合わせていませんが、確かに

ここの予算を市長部局のほうが、本来ならというか、社会体育、スポー

ツについては。 

高橋委員  ここにまだ業務があれば別に気にならないんですけど、業務内容だけ

があちらへ本庁に行って、こうやって費用面だけこちらに残ってるって

いうのがどうなのかなという。 

教育長   ただ、予算要求をしているわけではないので、何ていうんですかね、

款が教育ということであって、社会体育に関係する予算要求であったり、

手続面の部分は本庁にもう移っている位置づけで、款については教育費

にはなってはいるんですけれども。それはこちらで組織改編した中で、

款まで動かしたときに、また戻したときにまた款を動かすのかっていう、

何ていうんですかね、大きく言えば教育費という項目で分類していたほ

うが経年変化が見やすいんじゃないかなと思われるんですけども。 

大森課長  あと一つ、ここも説明できないかも分かりませんが、９ページです。
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決算書の９ページを御覧いただきますと歳出には１番議会費から総務

費、民生費こうやって見てみますと、ずっといって次のページの１０ペ

ージの１０款の教育費っていうのは、一番ふさわしいところかなという

ような感じでも思います。６の建設関係でもございませんし。 

教育長   よろしいでしょうか。 

高橋委員  よいです。 

教育長   ほかに御質問よろしいでしょうか。和知委員さん、藤井委員さんはい

かがでしょうか。 
藤井委員  ありません。 
教育長   それでは、採決に入らせていただきたいと思います。 
      それでは、原案のとおり承認をいたしたいと思いますが御異議ござい

ませんでしょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   御異議なしと認めます。よって、議案第２３号を承認といたします。 

      続いて議案第２４号 令和５年度府中市一般会計補正予算（第５号）

について、教育委員会の所掌にかかるものに限るを議題といたします。 

      提案説明をお願いいたします。 

      大森課長。 

大森課長  議案第２４号 令和５年度府中市一般会計補正（第５号）について教

育関係分を説明させていただきます。こちらの府中市補正予算書並びに

予算に関する説明書を御覧ください。これをめくっていただきますと６

ページ、左上に第３表債務負担行為補正というものがございます。追加

しています２段目に、府中明郷学園通学バス運行業務委託料でございま

す。これは以前御説明させていただきました令和６年度から令和９年度

までの通学バス運行業務の入札にかけるために、このたび １億   

９,７９９万１千円の３年間の予算、債務負担行為というものを計上す

るものです。先ほど電気代等の物価高騰等、教育長からありましたけれ

ども、契約ベースでいいますとやはり物価高騰等の影響などから２割か

ら３割程度の経費が増えるんではないかというふうに今のところあく

までも見積もっているところでございます。教育委員会の補正予算は、

以上債務負担行為だけでございます。 

教育長   では、ただいま事務局から提案説明がございました。御質疑があれば

お受けいたします。いかがでしょうか。 

教育長   補正予算案歳出につきましては、社会体育費ということなので、こち

らではないんですけれども債務負担行為ということで、来年から３年間
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府中明郷学園の通学バスに係る費用としての上限ですね。この上限の中

で今度、契約を結んでいっているということになります。よろしいでし

ょうか。 

      （なしの声） 

教育長   それでは、採決をいたします。 

      原案のとおり承認をいたしたいと思います。御異議ございませんでし

ょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   異議なしと認めます。よって議案第２４号を承認といたします。 

      続いて、協議報告事項に入ります。 

      委員の皆様から協議事項等ございますでしょうか。よろしいでしょう

か。 

      （なしの声） 

教育長   次に報告事項に移ります。 

      まず私のほうから１点報告をさせていただきます。 

      報告事項としては、先日皆様にも紹介をさせていただきましたＡＬＴ

の外国語指導助手についてでございます。府中市にはこれまで３名の配

置、昨年の途中まではもう１名が民間の会社から１名を派遣いただいて

４名で配置をしていたところなんですけれども、この７月後半から８月

前半にかけてが基本的にはＡＬＴの交代といいますか、継続なのか、交

代をするのかっていうところの交代の時期になるんですけれども、この

たびアメリカ、そして、カナダから来日して１年の勤務をされておりま

した２人が勤務を終了しまして、母国でそれぞれ新しい学びをスタート

させているという状況です。その後、先日紹介をさせていただきました

１０名のＡＬＴが各学校に配置となり勤務をスタートさせております。

この１０人以外には５年目でオーストラリアから来ております１名が

継続して勤務をしているところでございます。今年度は各学校に必ず配

置をするという体制で進める予定でございまして、秋口にもう１名が来

日する予定でございまして、計１２名のこの体制で進めてまいります。 

      スケジュールですけれども、１０名は今週いっぱい県で日本語研修を

行っておりまして、継続のＡＬＴは既にもう学校配置で明日から子供た

ちと出会うわけでございますけれども、残りの１０名は今週研修を終え

て２８日から各学校勤務となりまして初めての児童生徒と出会うとい

う予定となっております。 

      私からの報告は以上です。 
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      次に教育部長よろしいですか。 

教育部長  いえ、ありません。 

教育長   和田係長。 

和田係長  すいません。それでは机の上のほうに置かせていただいております熱

中症対策標語コンテストの表彰式についてです。資料をご覧ください。

これは府中市と包括連携協定を結んでおります大塚製薬株式会社と連

携いたしまして今年度、熱中症対策標語コンテストを開催いたしました。

このコンテストは７月にですね、熱中症を防ぐあなたの一言ということ

で募集をかけまして、学校や老人大学、公民館等で市全体の取組を行い

ました。資料のほうをつけさせていただいておりますけれども、小学校・

義務教育学校前期課程部門、それから、中学校・義務教育学校後期課程

部門、それから、一般部門と三つの部門で９名の方が受賞されまして、

昨日ｉ－ｃｏｒｅＦＵＣＨＵにおきましてその授賞式を行ったところ

でございます。熱中症について考える機会を持つことができ、熱中症予

防の推進活動といった形で取組を行うことができました。報告でした。

以上です。 

教育長   道田室長。 

道田室長  私からは２点報告させていただきます。 

      １点目は歴史資料館の管理運営体制の見直しについてというところで、

先ほどの和田係長から説明あった標語の資料を１枚めくっていただい

て３枚目になるんですけれども、現在、今年度中に今、指定管理２館で

まちづくり振興公社に任せています、指定管理を任せています歴史資料

館２館についての運営体制を今般見直しとなりました。このたび上下の

歴史資料館については上の表にもあるんですけれども、右にあるとおり

Ｒ６年からの４月１日からは指定管理として運営をしていこうという

ことで公募をしていこうと。それから土生の歴史民俗資料館については

直営ということで運営の方針については、それぞれ二館についてその特

性を考えたときにこうした運営形態がよろしかろうということで方針

を決定しました。 
      今後のスケジュールということで２として示させていただいているん

ですけども、上下の歴史民俗資料館については先ほども申しましたよう

に重複になりますが、指定管理者を今後、公募により決定してまいりま

す。指定管理の期間なんですけども、６年度、令和６年度４月１日から

令和１１年度３月３１日までの５年間の期間の中で管理をお願いしよ

うと考えております。現在９月８日までの中で指定管理者を募集してい



17 

る状況になります。今後なんですけども、１２月指定管理者を審査しま

して１２月の議会には指定管理の債務負担行為、予算でいうところの議

案とそれから指定管理者が決定しますので、その指定についての議案の

２本を議案として上程する予定になっております。 
      それから、歴史民俗資料館につきましては、先ほども申しましたよう

に直営という方針になりましたので今後運営体制について行政内部で

協議しまして４月１日からの直営による管理運営をスタートしていこ

うというふう考えております。以上です。 
      それから２点目なんですけども、次に市民プール整備事業に係る発掘

業務についてということで御報告を申し上げます。めくっていただいて

４枚目の資料になります。場所は皆さんも御存じだと思うんですけども、

道の駅の裏側、駅との間に土井木工さんのラインなんですけれども、道

の駅の臨時駐車場と今、芝生広場として活用しているところ一帯が今後

プールとして整備されるというところで、そこの土地自体が備後国府跡

の八反田地区という古代山陽道にまつわる遺構がこれまでに発掘調査

で見つかっておりますので、そちらでもプールが建設されるということ

ですので、壊される部分、それから、水色で示しているのがプールの建

物が建つんですけど、そこを発掘調査の対象範囲として発掘調査を行っ

ていく。発掘調査については直営ではなくて業務委託としてこれから募

集をしております。状況としましては、今、発掘調査を請け負っていた

だく入札のための業者を募集しているというところでございます。発掘

調査事態につきましては、契約が９月の初旬になると思うんですけども、

この初旬から令和６年３月２９日までの約６か月間を調査の対象期間

として、調査を行ってまいります。 
      古代山陽道、先ほども申しましたけども、当時は古代山陽道の道路跡

が現状の道路と並行して残っていますので、その部分については遺跡の

価値からも現地保存するということは考えたいなと思っております。そ

れから、調査期間中におきましては、発掘調査された上がった成果を現

地説明会おいて開催するという状況にございます。 
      以上でございます。 
教育長   続いて、ありますか。学校教育課はないですか。 

      大川課長。 

大川課長  それでは学校教育課から学校の状況等について御報告をさせていただ

きます。 
      まず学校の状況等です。明日から２学期が始まります。それからキャ
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リア体験学習が８月２９日から９月９日まで実施予定です。それから

「山・海・島」体験活動、主に小学校５年生の生徒が行う宿泊体験学習

なんですが、８校中５校がもう既に終了しており、８月３０日が南小学

校、それから、８月３１日に府中明郷学園が出発予定です。国府小学校

は少し遅れておりまして１０月１６日に実施予定となっております。 
      生徒指導の状況です。夏期休業中でございましたので令和５年７月末

現在の生徒指導状況の諸問題についての資料のほうを御覧ください。暴

力行為が４件、計１４件。いじめ認知件数が２件、計１０件。不登校児

童生徒数が８名、計３９名。暴力行為の件数が７月末現在で昨年度の件

数と同数となっております。背景といたしましては、マスク着用の緩和

や様々な活動がコロナ禍以前に戻ったことにより、児童生徒同士が触れ

合う場面が増えたことが考えられます。また、暴力行為の背景には児童

生徒の困り感が必ずあり、言葉で上手に伝えることができない。また、

いらいらした感情を抱えており、ある瞬間に爆発してしまい暴力に至っ

てしまうなど報告を受けております。事案が生起した際、後の指導の中

で暴力行為はいけないことであるということを伝えることはもちろん

ですが、児童生徒の困り感を見つめ直すことができるような指導ができ

るよう各学校に指導をしている状況です。 
      また、長期休業明けは児童生徒の心が不安定になるということも考え

られます。全児童生徒と元気で会えることを最大の目標に掲げ、児童生

徒の環境の変化や心情の変化をキャッチすることができるよう、特に明

日始業式ですので教職員と児童生徒の関わる時間を十分確保するよう

指導しています。あわせて、８月末より匿名相談アプリについて新１年

生のＳＯＳの出し方教室であるとか、活用についての出前授業を開始い

たします。また、そのほかの学年につきましても再度いじめ相談アプリ

の活用についてポスターやステッカーなどで再周知をして、子供が少し

でも相談できるようにチャンネルを増やすよう継続した取組を続けて

いきたいというふうに考えております。 
      学校教育課からは以上です。 
教育長   それでは先、大森課長。 

大森課長  よろしいでしょうか。すいません、先ほど光熱水費の上昇等がござい

ました。ちょっと昨年の決算額と比べてみました。２３８ページの決算、

この決算書を御覧いただきますと２３８ページ、小学校費の備考欄を見

ていただきます。小学校管理に要する経費、上から７行目、光熱水費と

いうところございます。今年４，７８２万３千円ですけれども、昨年３，
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５１８万７千円でした。昨年に比べると１，２００万円以上の光熱費の

アップとなります。３５％以上のアップでございます。２４０ページの

中学校費にしましても中学校費の光熱費、これが今年２，９３２万６千

円ですけれども、昨年２，３６０万円、約６００万円の値上がりという

ところで、これも２５％から３０％近い値上がりしたといったところで、

小学校、中学校費を昨年と比較したものです。よろしくお願いします。 

教育長   先に連絡事項やりましょうか。 

      では、連絡事項ありましたら、発言をお願いいたします。 

      和田係長。 

和田係長  それでは次回の教育委員会会議の日程でございます。９月２１日木曜

日１時半からを予定しておりますので、日程の確認等よろしくお願いい

たします。 

      以上でございます。 

教育長   それでは議案第２５号なんですけれども、この後休憩に入って再開を

させていただきたいと思うんですけれども、議案第２５号については門

田教育部長、大森教育政策課長、大川学校教育課長、津田学校教育課主

幹、松本学校教育課主査、和田教育推進係長の出席を求めたいと思いま

す。 
      それでは一旦休憩といたします。再開は１０分後を目安に行いたいと

思いますので、４５分からスタートということで休憩をさせていただき

ます。よろしくお願いします。 
      
     議案第２５号 非公開 
       
教育長   その他、何かありましたら、御発言お願いいたします。 

      事務局何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

      （なしの声） 

教育長   それでは、大変長時間にわたりありがとうございました。 

      以上をもちまして、令和５年第１０回の教育委員会会議を終了いたし

ます。大変お疲れさまでした。 
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府中市教育委員会会議録 

１ 開会の日時 
令和５年９月２５日（月）  教育センター 会議室 
（令和５年第１１回）     １３時３０分 開会 

 
２ 出席委員 

荻野教育長、高橋委員、和知委員、藤井委員、森山委員（５人） 
 

３ 委員以外の出席者 
門田教育部長 大森教育政策課長 大川学校教育課長 
道田教育政策課文化財室長 和田教育政策課教育推進係長 
 

４ 会議に付した議案の題名 
第２６号 府中市文化財保護審議委員会委員の委嘱について 
第２７号 府中市文化財保護審議委員会運営規則の一部改正について 

第２８号 府中市文化財保護条例施行規則の一部改正について 
 

５ 審議の大要並びに結果の概要 
議案３件について審議を行い、同意の議決を得た。 

 
６ 議決事項 

議案第２６号 可決  議案第２７号 可決  議案第２８号 可決 
 

７ 協議事項 
なし 
 

８ 報告事項 
（１）荻野教育長 

・教育委員会事務局の人事について 
・寄附について 
・文部科学大臣表彰（小学校教育功労者表彰 藤井美砂緒委員）について 
 

（２）門田部長 
・府中市議会９月定例会の概要について 
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（３）教育政策課 

・府中学びフェスタについて 
・府中市公民館運営審議会について 
・第２３回ふちゅう歴史フォーラムについて 
 

（４）学校教育課 
・学校の状況等について 
 

９ その他 
なし 

 
次回  １０月１８（水）午後１時３０分～ 
次々回 令和５年１１月２２日で調整 

１４時３７分 終了 
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教育委員会会議（１１回） 

 

教育長   はい、それでは皆様、こんにちは。まず、悲しいお知らせになるんで

すけれども、栄養教諭で、給食センターの栄養士として長年御勤務され

た、三玉法恵栄養教諭が、８月２８日の朝、お亡くなりになりました。

長年、本市で御活躍され、平成２９年には、広島県の教育奨励賞、そし

て、平成３０年には、文部科学大臣優秀教職員表彰を受賞するなど、多

岐にわたって御活躍をされました。府中の給食はおいしいという評価も、

三玉栄養教諭のたゆまぬ努力と、また御貢献があったからこそだと思っ

ております。故人の御功績を忍び心から御冥福をお祈り申し上げます。 

      また、もう一点、我々として忘れてはいけないのが、昨年の８月３０

日に市内の生徒がお亡くなりになるという事案がありました。このこと

は、これからも我々としても重く受け止めて、大切にしていかなければ

ならないことだと考えております。故人に対して、心からの御冥福を申

し上げたいと思います。 

      今日は、お時間をいただきまして、黙禱をしたいと思いますので、皆

さん、よろしいでしょうか。 

      では、よろしくお願いいたします。 

      それでは、黙禱。 

      ありがとうございました。 

      それでは、令和５年の第１１回の教育委員会会議を開会いたします。 

      会議録署名者の指名をいたします。和知委員、森山委員、よろしくお

願いいたします。 

      それでは、会議録の承認に入ります。 

      前回の会議について、事務局の報告を求めます。 

      和田係長。 

和田係長  はい。それでは、失礼いたします。令和５年第１０回会議について、

御報告いたします。 

      第１０回会議は、令和５年８月２２日、金曜日、午後１時半から、教

育センター会議室において、教育長、教育委員全員と、門田教育部長ほ

か事務局８名の出席で開会いたしました。 

      議案は５件で、９月市議会定例会に提出される議案について、府中市

長から意見聴取を求められているものが４件、特別支援学級において使

用する教科用図書の採択が１件でした。会議の冒頭で、令和６年度使用

教科用図書のうち、特別支援学級において使用する教科用図書の採択に
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関わる議案について、会議の公開・非公開の取扱いを確認し、委員全員

の同意により、会議を非公開とすることに決し、まず、議案第２１号か

ら議案第２４号までの審議をし、協議報告事項を行い、休憩を挟んで、

非公開議案の審議を行うこととしました。 

まず、議案第２１号 過疎地域持続的発展計画の変更について（教育

委員会の所掌に関わるものに限る。）内容を確認し、承認しました。 

次に、議案第２２号 府中市文化財保護条例の一部改正について、市

内の歴史的建造物の効果的な活用を促進することを目的とし、歴史的・

文化的な価値を損なうことなく改修を行うための整備であることを確

認し、承認しました。 

      続いて、議案第２３号 令和４年度府中市一般会計歳入歳出決算認定

について、また、議案第２４号 令和５年度府中市一般会計補正予算（第

５号）（教育委員会の所掌に関わるものに限る。）について、内容確認、

審議を行い、承認しました。 

      協議事項は、ありませんでした。 

      報告事項としましては、荻野教育長から、外国語指導助手についての

報告があったほか、教育政策課からは、熱中症対策標語コンテストの表

彰式について、そして、歴史資料館の管理運営体制の見直しについて、

市民プール整備事業に関わる発掘調査業務についての状況報告があり

ました。学校教育課からは、キャリア体験学習等の学校の状況について、

生徒指導の状況等についての報告がありました。そのほかの事項として、

次回開催日程を確認し、一旦休憩しました。 

      再開後は、学校教育課、松本主査が出席し、議案第２５号 令和６年

度使用教科用図書のうち、特別支援学級において使用する教科用図書の

採択について、非公開で審議、採択しました。 

      会議の全てを１８時５分に終了しました。 

      以上でございます。 

教育長   はい。それでは、会議録の承認を求めます。御異議ございませんでし

ょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   御異議なしと認めます。 

      よって、会議録を承認いたします。 

      それでは、本日の議案に移ります。本日は議案が３件で、委員の委嘱

に係るものが１件、教育委員会規則の改正が２件でございます。 

      それでは、議事に入ります。 
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      議案第２６号 府中市文化財保護審議委員会委員の委嘱についてを議

題といたします。 

      提案説明をお願いします。 

      道田室長。 

道田室長  はい。議案第２６号 府中市文化財保護審議委員会委員の委嘱につい

てでございます。 

      議案集の１ページ目をお開きください。議案第２６号 府中市文化財

保護審議委員会委員の委嘱について、教育委員会の議決を求めるもので

ございます。 

      提案理由でございます。議案集の２ページ目をお開きください。 

      府中市文化財保護審議委員会委員の任期満了に伴いまして、新たに委

員を、このたび、委嘱するものでございます。 

      初めに、概要と経緯について、御説明いたします。 

      提案理由の下に、参考資料といたしまして、府中市文化財保護条例の

第１５条を掲載させていただいておりますが、第２項の府中市文化財保

護審議委員会委員の委嘱について、府中市文化財保護審議委員会は教育

委員会の諮問に応じて文化財の指定及び解除、そのほか文化財の保存及

び活用について、必要な事項を審議し、または、調査研究、そのほか第

１条の目的を達成するために必要な事業を行うとなっております。 

      委員の任期につきましては、２年としており、本委員の委嘱期間が令

和５年９月３０日となっており、このたび新たに委員を委嘱するもので

ございます。議案集の１ページ目に戻っていただきまして、このたび、

委嘱させていただく委員につきましては、名簿一覧に記載しております

８名の方に委嘱させていただきたいと考えております。委員候補の内訳

としましては、８名の全ての方が再任ということでございます。文化財

が対象とする分野につきましては、自然環境も含め、人類に関わる多く

の分野など、多岐にわたるものでございます。よって、全ての分野の専

門家の方を委員として、お願いしておくのが理想なんですけれども、現

在、事務局として府中市文化財の保護、指定等、状況を考慮するときに、

今回、委嘱させていただく委員の皆様により、最大限のお力添えをいた

だけるものというふうに考えております。 

      以上でございます。 

教育長   はい。ただいま事務局から提案説明がありました。 

      御質疑がありましたら、お受けをいたします。いかがでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 
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      （はいの声） 

教育長   それでは採決をいたします。原案のとおり可決いたしたいと思います。

御異議ございませんでしょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   御異議なしと認めます。 

      よって、本案を可決といたします。 

      続いて、議案第２７号 府中市文化財保護審議委員会運営規則の一部

改正についてを議題といたします。 

      提案説明をお願いいたします。 

      道田室長。 

道田室長  はい。議案第２７号 府中市文化財保護審議委員会運営規則の一部改

正についてでございます。議案集の３ページをお開きください。 

      議案第２７号 府中市文化財保護審議委員会運営規則の一部改正につ

いて、教育委員会の議決を求めるものでございます。 

      提案理由でございます。議案集の５ページをお開きください。 

      府中市文化財保護条例の一部を改正することに伴いまして、所要の整

備を行うため、この規則の改正案を提出するものです。 

      経緯と概要について、御説明いたします。 

      提案理由の下に参考資料といたしまして、府中市文化財保護条例の第

２３条を掲載させていただいておりますが、これは、先ほど第２６号議

案の保護審議委員の委嘱において、参考資料として掲載させていただい

た第１５条であったものが改正されたものというふうになってござい

ます。といいますのは、この９月議会において可決をいただいた、文化

財保護条例の一部改正に伴いまして、市内の歴史的建造物の効果的な活

用を促進することを目的とし、一定の基準を満たした歴史的建造物につ

いて、歴史的、文化的な価値を損なうことなく改修を行うために特定歴

史的建造物の登録等に関する第１５条から第２２条の八つの新たな条

文を加えることにより、発生した本規則の改正というふうになってござ

います。 

      よって、議案集の６ページを御覧ください。 

      新旧対照表が掲載しておりますけども、旧の第１５条が、このたび、

第２３条となりますという内容のものでございます。なお、規則改正の

施行期日につきましては、府中市文化財保護条例と同じ、令和５年１０

月１日としております。 

      以上です。 
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教育長   はい。それでは、ただいま事務局から提案説明がございましたけれど

も、御質疑等、いかがでしょうか。 

      今回、内容に変更はなく、１５条が２３条になったという、そういう

改正でございます。よろしいでしょうか。 

      （はいの声） 

教育長   それでは採決をいたします。原案どおり可決いたしたいと思います。

御異議ございませんでしょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   御異議なしと認めます。 

      よって、本案を可決といたします。 

      続いて、議案第２８号 府中文化財保護条例施行規則の一部改正につ

いてを議題といたします。 

      提案説明をお願いいたします。 

      道田室長。 

道田室長  はい、議案第２８号 府中市文化財保護条例施行規則の一部改正につ

いてでございます。議案集の７ページをお開きください。 

      議案第２８号 府中市文化財保護条例施行規則の一部改正について、

教育委員会の議決を求めるものでございます。 

      提案理由でございますが、議案集の最後のほう、３３ページをお開き

ください。 

      提案理由です。府中市文化財保護条例の一部改正をすることに伴いま

して、所要の整備を行うため、この規則案を提出するものでございます。 

      経緯と概要について、御説明をさせていただきます。 

      先ほどの第２７号議案においても御説明申し上げましたが、この９月

議会において可決いただいた、文化財保護条例の一部改正に伴いまして、

現行の条例施行規則に特定歴史的建造物の登録申請等に係る四つの条

文を新たに、第１５条から第１８条を設定し、従来、第１５条から第  

１７条としていた条文を、新たに、第１９条から第２１条の番号の変更

を行うという内容のものでございます。 

      また、これに伴いまして、新たな第１５条から第１８条に対応する、

申請書等の八つの様式、様式第１３号から第２０号なんですけれども、

議案集でいうところの２４ページをお開きください。 

      それより以前の様式については、従来のものと同様なんですけれども、

様式第１３号から様式第２０号までの八つの様式が、このたびの条例改

正に伴う様式として加わるという内容のものでございます。 
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      本議案の規則改正につきましても、施行期日は府中市文化財保護条例

と同じ令和５年１０月１日というふうにしております。 

      以上です。 

教育長   はい。ただいま事務局から提案説明がございました。 

      御質疑ありましたら、お受けをいたします。いかがでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

      （はいの声） 

教育長   それでは、採決をいたします。原案のとおり可決いたしたいと思いま

す。御異議ございませんでしょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   御異議なしと認めます。 

      よって、本案を可決といたします。 

      本日の議事は以上でございます。 

      続いて、協議、報告事項に入ります。 

      皆様から協議事項について、何かございますでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

      （はいの声） 

教育長   次に、報告事項に移りたいと思います。 

      まず、私のほうから報告をさせていただきます。私からは３点です。 

      １点目は、教育委員会事務局の人事に関わって報告をいたします。 

      ４月から府中市教育委員会事務局職員であります、内山正靖さんが現

在、文部科学省に派遣をされておりますけれども、１０月１日付で府中

市に戻ってまいりまして、学校教育課指導係長を拝命いたします。 

      その入れ替わりで、文部科学省、初等中等教育局初等中等教育企画課

教育制度改革室に学校教育課の平井奈穂子主査が配属され、研修を行い

ます。 

      この名前のとおり、教育制度の改革に関する企画立案であったり、指

導助言を行うことを業務とする部署で、特に小中一貫教育の制度を所管

している、担当する部署でもございます。 

      来年度、本市では小中一貫教育の全国サミットを開催する予定でござ

いまして、その点からも、今回の派遣で多くのことを学んでいただきた

いというふうに考えております。なお、平井主査におかれては、今日が

勤務最終日ということで、今週中には東京に行くという運びとなってお

ります。 

      ２点目は、寄附の受納についてでございます。公益社団法人広島県ト
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ラック協会福山支部様より、交通安全啓発横断旗の寄附の申し出をいた

だきました。 

      ９月３日には、寄附贈呈式が行われまして、当該団体より、横断旗を

５０本、寄附をいただきました。この横断旗には、備後国府のマスコッ

トである、国府まろ君、国府ひめちゃんがデザインされておりまして、

登下校の見守りの際にも活用させていただくこととしております。 

      ３点目でございます。このたび、藤井教育委員さんが、小学校の教育

功労者表彰、文部科学大臣表彰を受賞することになりました。 

      小学校教育功労者という表彰は、あまり知られてないんですけれども、

実は、前回は２５年前に受賞があって、今回２５年ぶりに受賞というこ

とで、前回は、新教育制度施行５０周年を記念して、特別に小学校の教

育功労者に対して、文部科学大臣が表彰するという５０周年だったんで

すけど、今回は７５周年という区切りの年で、藤井教育委員さんが小学

校の教育功労者に選ばれて、受賞されることになりました。 

      日程は１０月１９日に、東京国際フォーラムのほうで受賞をされる予

定となっております。誠におめでとうございます。 

      お一言いいですか。 

藤井委員  長い間やってきたのは確かなんですけど、評価していただくようなこ

とは、特に成果を上げたわけでもないのに、大変何か恐縮をしておりま

す。でも、大変ありがたいことだと思いまして、行ってこようと思いま

す。ありがとうございます。 

教育長   引き続き、よろしくお願いいたします。 

      私からは以上でございます。 

      続いて、事務局から、門田教育部長。 

門田部長  私から９月の府中市議会定例会の概要報告させていただきます。 

      お手元、資料１をご覧ください。まず、９月議会、一般質問、９月７

日と８日ですけども、教育委員会に関係するところとして、創生会の岩

室議員から、教育委員についてという御質問がございました。 

      問いとして、多様化が大切と言われている中、教育委員の選定条件の

変更や、人数の増員、当事者の参画など、教育委員の中にもダイバーシ

ティの形成が必要ではないかという御質問をいただきました。 

      当日の質問の中には、当事者の参画という中には、マイノリティーの

方とか様々な立場の方も挙げられて、この教育委員会の、一人二人の変

更とか、そういうことではなくて、もっとたくさんの人で議論をしたら

どうかというような御提案でございました。 
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      答弁として、事務局にも重要なポイントになりますので、読み上げさ

せていただきます。 

      教育長及び教育委員で構成する教育委員会の多様性の確保は、教育シ

ステムの健全性と発展にとって非常に重要な要素であると考えている。 

      その認識の下、教育委員会の組織について概要を説明する。 

      「地方教育行政法の組織及び運営に関する法律」第３条において、「教

育委員会は、教育長及び４人の委員をもって組織する。」と定められて

おり、この法律に基づいて、府中市では教育長及び４人の委員で教育委

員会を構成している。 

      この規定に関係して、「教育委員会制度における中立性、安定性、継

続性確保のための仕組み」としての制度設計が主に４点ある。 

      １点目は、「首長からの独立性」。学校等教育機関の設置管理など教

育事務について、教育委員会に単独で事務を執行する権限を付与するこ

とで首長から独立した権限を持つことにより、教育行政の中立性を確保

することをうたっている。 

      ２点目は「合議制」。合議制にすることにより、教育行政の方針が一

個人の価値判断に左右されることを防ぐことを明記している。 

      ３点目は「委員の政治活動の制限」。教育委員は、政治的団体の役員

となること、積極的な政治活動をすることを禁止することにより、教育

行政の政治的中立性の確保を維持する。 

      ４点目は「委員の改任は毎年一人ずつ」という仕組み。複数の委員の

改任により、急激に教育行政の方針が変わることを防ぐことも掲げられ

ている。 

      これらの仕組みを背景として、自治体の教育行政に関して、意思決定

の責任を有する合議制の執行機関として機能し、能率的な効果を求めら

れる組織として教育委員会は原則５名をもって構成することと法律で

定められていることから、全国の自治体はおおむね５名で構成している。 

      議員御指摘の多様性、あるいはダイバーシティの形成といった課題に

関する教育施策や教育活動への反映は、教育長をトップに置く教育委員

会事務局による議案作成、企画立案、報告説明を通して、教育委員会と

しての認識や方針が議論され、かつ共有され、学校等への指導助言を通

して具体性をもって推進されるものと捉えている。 

      そういった意味では、事務局スタッフの研鑽が重要であると認識する

ところ。今後、教育方針の決定などで、府中市の実情や将来像に応じた、

よりよい組織機能を模索する必要性や、国の法律自体の改正の動向など
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によっては、教育委員制度の見直しもあり得るものと理解はしているが、

現在、多様な属性を持ち、かつ、教育委員としての研鑽に努めている現

行委員による合議の下で、府中市の教育行政については、様々な意見や

立場を集約した多様性を保ちつつ、中立的な意思決定が行われているも

のと受け止めているという答弁をしております。 

      続いて、同じく岩室議員からＡＬＴについて。ＡＬＴの生活、仕事環

境、ウェルビーイングについての教育委員会の考えや計画はどうかとの

御質問がありました。 

      答弁は、概要のみ読み上げます。 

      職員のウェルビーイングを考慮した生活環境・仕事環境の充実は、職

員個人と組織の両方にとって重要な要素であり、教育委員会としても、

その向上に取り組むことは非常に重要であると考えている。 

      教育委員会としても各学校も、ＡＬＴをチーム学校の一員として受け

入れ、日常的に児童生徒とコミュケーションを図ることで、府中市全体

に外国語教育を中核としたグローバルな学校経営、学校教育活動、そし

て、地域連携を実現させたいと考えている。 

      そのためにも、ＡＬＴの日本での暮らしを支え、府中市というコミュ

ニティとの関係性を強めること。学校という職場での働き方や、教育文

化の違いに配慮できるようフォローアップすること。教育内容及び外国

語教育の知見を生かし、ＡＬＴと担任との授業の打合せに同席する。こ

ういった、ＡＬＴを統括する者が必要であるという観点から、今年度よ

り学校教育課に、府中市グローバル教育スーパーバイザーを１名配置し

て対応している。 

      教育委員会としては、府中市の学校職員としてのＡＬＴの勤務を充実

させるためにも、地域行事や文化・スポーツ活動、府中市の観光、産業、

食事などの機会に触れる機会を多くつくっていきたいと考えている。 

      そのような機会は、ＡＬＴが日本を選んで来日した動機や関心に応え

ることにとどまらず、学校の児童生徒に対する教材研究としても、ＡＬ

Ｔが発見した府中市のよさを「英語で伝えるならばこういう表現がある」

といった学習指導に還元できる体験になると捉えている。 

      今後の予定としては、学校での授業支援に加えて、１０月頃から放課

後ラーニング・サポート事業への参画や、市内の保育園所訪問や上下の

天領あやめ塾での英会話教室などを計画していると答弁しています。 

      続いて、持続可能な農業の実現について、創生会、安友議員から学校

給食に有機農産物を導入する取組はあるかという御質問でした。 
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      まず、回答としては、農薬や化学肥料などに可能な限り頼らないこと

を基本とし、自然界の力による有機農産物を生産することは、環境に配

慮した農業を行えること、農産物の高い付加価値をつけることができる

こと、何より信頼感の高い農産物を作ることができることからも有機農

産物の使用は望ましいと考えている。 

      その上で、学校給食に取り入れるメリットを４点、そして、デメリッ

トを３点を述べた後の最後のところです。 

      これらにより、学校給食に有機農産物を導入することには食育の観点

や環境に対する多くの利点もあるが、コストや供給の課題なども考慮す

る必要があると考えている。 

      安心安全、環境に配慮した食材、旬な地元食材の利用、食育の観点、

アレルギー対応という観点からも、これまで大切にしてきた本市の学校

給食の取組の先に、有機農産物の活用ということも課題認識として持っ

ていると整理しています。 

      続いて、田邉議員から、業務改善とチャットＧＰＴについて。チャッ

トＧＰＴは、簡単にインストールができ、無料なので誰でも手軽に利用

できる。児童生徒がチャットＧＰＴを利用すれば、簡単に宿題の解答を

引き出すことができ、深い学びを遮ることとなるというところで、制限

を考えているかという御質問です。 

      学習場面での活用では、教育活動の目的を達成する観点で活用が効果

的か否か適切に判断するための教師のスキルやＡＩリテラシーが必要

であると考えている。 

      また、生成ＡＩから表出される回答の中身には誤りや事実誤認を含む

リスクがあるため、使いこなすためには真偽を見極める能力も必要であ

り、活用につなげる前提として、子供たちが情報の真偽を確かめること、

いわゆるファクトチェックの習慣づけも含め、情報活用能力を育む教育

活動を一層充実させる必要があると考えている。 

      以上を踏まえ、現時点では活用が有効な場面を検証しつつ、限定的な

利用から始めることが適切であると考えている。 

      そして、便利なものを活用することは社会発展のためにも重要であり、

教育分野においては、上手に使いこなせる人を育てることも大切である

と考えており、今後、生成ＡＩに対する懸念に十分な対策を講じられる

ように学校で知見を蓄積し、生成ＡＩを児童生徒が学びに生かす力を段

階的に高めてまいりたいと答弁しています。 

      続いて、公明党、加島議員から熱中症対策について。学校、教育委員
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会、熱中症対策のためのマニュアル、ガイドラインはどうなっているか

という御質問がありました。 

      府中市教育委員会としては、広島県教育委員会が令和４年４月に策定

し、県内の公立学校に発出した「学校における熱中症対策ガイドライン」

によって学校内の熱中症対策を行っている。 

      各校では、そのガイドラインの中に示された、暑さ指数に応じた注意

事項等に基づき、日常の学習活動や、とりわけ運動に関する実施の具体

的な判断基準を教職員間で共有していると答えています。 

      また、加島議員から、体育館へのエアコン設置の計画はどうなってい

るのかという御質問がありましたので、学校施設の空調設置については、

令和元年に普通教室を完了し、特別教室は、今年の１０月に全て完了す

る予定で進めており、既に音楽教室や図工室で活用できている学校もあ

る。 

      いずれも府中市議会の承認をいただき、国や県のスケジュールを前倒

しして、他市町に先駆ける形で実現できているもの。 

      体育館については、令和３年１２月議会で可決いただき、令和４年３

月には、市内全学校の体育館全館へのスポットクーラー及びジェットヒ

ーターの整備が完了している。 

      これをゴールとは捉えていないということを締めくくりのところで、

国の補助金等を活用した先進事例を見ると、体育館全体への断熱材の施

工など大規模な改修計画の中で空調設置が進められた事例も紹介され

ており、体育館の快適な学習環境のさらなる整備については、より効果

的、効率的な方法を研究していきたいと答弁しています。 

      続いて、市民クラブ、水田議員から、府中市の指定管理の委託につい

てという御質問をいただきました。 

      とりわけ、学校給食の委託先、これは今年度から替わったが、特に問

題なく運営しているのかという御質問でございます。 

      次に、現在の給食調理数は２，６１８食となっており、そのうち、ア

レルギー対応食を必要とする児童生徒数は１０３人となっている。日々

の献立や食材によって、その日のアレルギー対応の食数は異なるが、一

人一人の状況に応じた対応について、学校医からも一定の評価を継続し

ていただいており、アレルギー対応食の提供も含め安全安心な学校給食

の提供ができていると捉えている。 

      続いての質問で、これは最近の事案で、学校給食について、ホーユー

の倒産が報じられている。このようなことがないように、経営なりを把
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握しているかという御質問がありました。 

      今回、報道されている案件の契約形態は存じないが、府中市の学校給

食の場合、賄い材料費や光熱費などは、委託料とは別で市の予算から支

出している。 

      物価高騰等で材料費や光熱費の予算が不足する場合は、補正予算等で

対応し、保護者負担等はしない方針を持っていることから、年度途中に

賄い材料費や光熱費の高騰が生じる場合であっても、府中市学校給食セ

ンターにおける学校給食調理・配送等業務を担う委託業者に影響を与え

るものではないと認識していると答弁しています。 

      続いて、無所属の藤本議員からは、通学路の安全確保対策について。 

      通学路の交通安全プログラムの方針と考えについての御質問でした。 

      本市においては、平成２４年８月に、関係機関による通学路の緊急点

検を行い、歩道の整備、防護柵の設置など緊急対策を実施したほか、平

成２６年１０月には、府中市通学路交通安全プログラムを策定し、広島

県東部建設事務所、府中警察署、府中市町内会、府中市立学校ＰＴＡ、

府中市立学校、府中市土木課、学校教育課から構成する、府中市通学路

安全推進会議を設置して、ＰＤＣＡサイクルを導入したプログラムを実

施している。 

      取組方針として、毎年、各学校を通して報告される通学路の危険個所

について、合同点検を実施するとともに、当該危険個所に応じた対策案

を検討し、実施に向けて関係機関連携を行っている。 

      また、ホームページに公表するとともに、対策効果の把握を行い、一

連のプログラムを継続させることで、通学路の安全安心の向上を図るハ

ード面と合わせて、地域の皆様の見守りの御協力や交通安全教育などの

ソフト面の両面で、安全対策を大切にして取組を進めてまいりたいと考

えている。 

      続けて、ソフト面の取組についてという御質問でございましたので、

令和５年度には、小丸交通財団と連携し、栗生小学校をモデル校として、

交通安全・トラック体験教室を実施した。トラックの特性による危険の

認知や死角体験、内輪差、車が止まるまでの距離などについて実際に体

験でき、このような体験型の取組は継続して実施していきたいと考えて

いる。 

      また、市民ボランティア活動として、平成１７年度から継続されてい

る、通学路地域見守り隊の皆様が、毎日の登下校の交差点や危険個所で、

児童生徒への誘導と声がけをしてくださっていることも、優れて、子供
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たちの交通安全意識の向上につながっていると受け止めている。 

      ここまでが一般質問の教育委員会に係る主な内容ございます。 

      続いて、総務文教委員会。これは先ほど、道田室長が議案のほうでも

触れましたが、府中市文化財保護条例を一部改正するということで、質

問をいただいております。 

      創生会、本谷議員から、改正は必要だけれども、改正後にどのような

改修工事を、実際に考えているのかという御質問でしたので、教育委員

会の所掌を超える内容でもありましたから、文化財室と、経済観光部の

両方から答弁しております。 

      まず、文化財室のほうですが、今回の府中市文化財保護条例の一部改

正の目的は、指定でない登録文化財等の歴史的建築物であっても、大規

模改修の際に、建築基準法の適用除外を受けて、美観的にも実質的にも

文化財的価値を損なわない方法をもって、効果的に改修できるようにす

るための、条件を整備するものである。 

      さらに、経済観光部のほうから、検討委員会が動いてますので、この

答申を踏まえ、芝居小屋として活用していくために必要な改修や耐震化

などの安全性の確保などを行っていくが、必要性を見極めながら段階的

に整備を進めてまいりたい。 

      そして、既存の翁座を改修するに当たって、現在の収容規模を２倍、

３倍にすることは物理的に困難であることから、現在の施設規模の中で

文化財価値の保存と活用の両方をにらみながら、設計を進めていきたい

と答弁しております。 

      続いて、土井議員が、改正の公布日以降は、不特定多数の観客を翁座

に入れることが可能となるのかという御質問でしたので、文化財室のほ

うから、条例改正の施行と同時に適用除外されて、自動的に不特定多数

の利用が可能となる状態になるわけではなく、改修工事が施された後に、

利活用等が可能になるものと見通しているといったことを答弁してい

ます。 

      藤本議員は、この目的について、建築基準法の緩和ということであれ

ば、安全対策はどうなるのかという御質問でございました。 

      耐震等の安全対策は公共施設として重要な部分と考えている。 

      建築基準法の適用が除外されるといっても、安全性が除外されるわけ

ではない。今現在よりも安全性を高めていくということであり、適用で

きない部分を別の方法でカバーする代替措置による安全性の確保が求

められることになるということと答弁しております。 
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      続いて、今度は総務文教決算特別分科会のほうになります。 

      これは、令和４年度の取組についての確認という形でご質問をされま

した。 

      まず、放課後ラーニング・サポート事業。特に、本谷議員のほうから、

今後、運営責任者・サポーターの確保をどう図っていくかというような

問い、また岡田議員のほうから、らんさぽで「自走できる形を目指す」

とあるが、具体的にはどのようなことをねらいとするのかという御質問

でした。 

      現在の環境では、サポーターが創意工夫して取組を行いたいと思って

も、すぐに実行することが難しいことがある。サポーターにもやりがい

を持って勤務していただくためにも、らんさぽ教室の環境整備が必要だ

と考えている。取組としては、参加児童の募集、児童名簿の作成、教材

の準備等をサポーターが行うための環境として、教室にパソコンやプリ

ンターを設置し、インターネット接続ができるようにしたい。また、環

境整備だけでなく、学校、サポーター、教育委員会で協議し、それぞれ

が担当・連携する業務を明確にしていきたいと考えているという答弁を

しております。 

      次のページ、藤本議員が、らんさぽについては肯定的に捉えているが、

改めて、放課後児童クラブとの運営の違いについて、説明を求めるとい

うことでしたので、次のように答弁しています。 

      今年度６月、第２期府中市教育振興基本計画を策定した。現在、そし

て、これからの府中市教育委員会の教育施策や各種事業は、全てこの教

育振興基本計画にのっとって実施する関係になっている。 

      府中市教育振興基本計画には、府中市の児童生徒に身につけてもらい

たい力として、次の三つを上げている。 

      自覚する力、選択する力、表現する力。これらの力を学校の教育課程

や地域に形成し、現時点で予測される社会の課題や変化に対応し、予測

できない未来に向けて自らが社会を創り出すことのできる児童生徒の

育成を目指している。 

      放課後ラーニング・サポート事業は、その二つ目の選択する力、自分

を成長させるために挑戦したいことや没頭したいこと、獲得したいこと

や解決したいことを自分で考え、選択する力の育成もねらっているとい

う前提の下で、放課後児童クラブと放課後ラーニング・サポート事業と

の違いについて異なる点は大きく３点ある。 

      第１はその目的、第２は利用対象者の違い、第３に利用料が違うとい
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うようなところを答弁答しております。 

      続いて、上下高校の魅力開発と支援について、本谷議員から、天領あ

やめ塾の支援のいきさつについて御質問があり、次のように答弁してい

ます。 

      天領あやめ塾が生まれた経過と府中市の支援について説明する。 

      天領あやめ塾は、上下高校の卒業生や保護者の有志が発足させた、「上

下高等学校２００年の会」が設置者となり、生徒確保が課題となる中、

学校の魅力づくりを支援するという目的で平成２７年に学習支援塾と

して設立された。 

      平成３１年度からは、府中市が上下高等学校２００年の会を事業委託

者に切り替えて、国の補助金を活用して公営塾として財政支援をしてい

る。 

      この天領あやめ塾に対して、市が委託・財政支援をすることになった

いきさつには、次の３点が上げられる。 

      地域ぐるみでサポートする、上下高等学校２００年の会という基盤と

なる組織・土台があったこと。私塾として、天領あやめ塾を設置・運営

していること。地域的に学習塾等の環境がないこと。こうした基盤・組

織や地域的な学習環境の課題に加えて、上下高校の存続という地域課題

があったことから、平成３１年度から府中市が公営塾として会に委託す

るに至ったところというふうに答弁しています。 

      報告のほう、以上でございます。 

教育長   はい。続いて、ありますでしょうか。 

      大森課長。 

大森課長  では、私から、資料２と３を一括して説明させていただきます。 

      資料２は、府中学びフェスタについてでございます。 

      お手元にございます資料２は、今回のポスターでございます。６作品

の中から府中高校１年生の作品でございます。裏面は、進行表の案でご

ざいます。主には、大ホールで、学園発表ですとか記念講演。この記念

講演は、日本大学の教授の方にお願いしようと考えています。また、高

校の演奏等。２階の多目的ホールでは、企業の方への出展ということで、

ものづくり関係といったことを考えているところです。 

      学びフェスタは以上です。 

      続いて、資料３を御覧ください。資料３は、府中市公民館運営審議会

についてでございます。 

      お手元の資料は、８月２６日に開催しました、審議会で活用したもの
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でございます。この中で、目指すべき公民館の方向性ということを提案

説明したところでございます。御存じのとおり、運営審議会は、４年度

に府中市で一つの審議会として、新たにスタートしているところですけ

れども、今回、委員長、副委員長を選出しまして、委員長に栗柄町の河

村さん。副委員長に上下町の實原さんに決定して審議を行いました。い

ずれの方も、町内会長とＣＳの委員をされています。 

      この資料３ですけれども、目指すべき公民館の方向性としまして、現

状と課題というところに、生活スタイルの変化ですとか、公民館の利用

者の固定化、まちづくりに参加できるリーダーや担い手の不足、防災意

識の向上といったような課題がありますというところですが、これを全

て公民館が解決しようというものではなく、館長と教育委員会、そして、

市全体として一緒に考えていきましょうということをうたっています。

そして、目指す姿、公民館の役割としまして、地域の教育力アップを目

指した生涯学び続ける拠点、これをキーワードとしまして、公民館は、

学びの場であるといったところ、そういった学びの場を提供することが、

目的であるということを改めて認識していただいた上で、審議会の皆様

に、調査審議をお願いしたいことなどを、朱書きしております。市民は

何を学びたいのか、学んでほしいのか、そういったことを視点に、審議

会の皆さんには、議論を深めていっていただきたいというふうに思って

います。 

      そのために、これは広島市の公民館の学習会の実施方針案というもの

でございますが、審議委員の皆様にイメージを持っていただくために、

配布したものなんですけれども、この広島市のように、府中市において

も公民館の実施方針をつくり上げて、具体例を定めてしたらどうかとい

うふうに考えております。 

      当面の公民館の運営審議会のゴール、そういったところを皆さんと共

有したところでございます。 

      以上でございます。 

教育長   道田室長。 

道田室長  はい。文化財室のほうからは、第２３回ふちゅう歴史フォーラムにつ

いて、お話をしたいと思います。 

      資料４としまして、チラシができあがりましたので、それをお配りし

ております。第２３回のふちゅう歴史フォーラムは、令和５年１０月 

１５日、ジーベックホール４階中ホールで開催したいと思います。タイ

トルは「ＴＨＥ ＧＲＥＡＴ ＪＯＵＲＮＥＹ ｉｎ ＦＵＣＨＵ」と
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いうことで、古墳時代の府中のセンパイから見る人類の大いなる旅とい

う大風呂敷を広げております。 

      テーマとしましては、古代ＤＮＡ分析から見る日本人の起源と、府中

市の古墳人骨の分析結果ということでございますが、２０万年前にアフ

リカを発祥として、ホモサピエンスが世界に広がっていく過程の中で、

古墳人骨の、府中の「山の神古墳」という人骨の写真を掲載しています

が、そこから見えてくる人類の旅みたいなお話を、岡大の清家章先生、

それから、国立科学博物館の館長の篠田謙一先生のお二方に御講演いた

だくというものがメインですが、一つ、今回の特色としましては、午前

中に、国立科学博物館長によるスペシャルトークとしまして、小中高生

向けのお話をしていただけませんかということで御依頼をしています。

もちろん、聞いたら楽しい内容として今回の調査成果、それから、国立

科学博物館のことを、そうした皆様にお話をいただくように設定をして

おりますので、今後は一人でも多くの方々に、足を運んでいただくよう

な声かけ等、行っていきたいと考えております。 

教育長   はい。今、教育政策課のほうから報告ありましたけど、何か御確認、

御質問ございますでしょうか。 

      大森課長。 

大森課長  追加ですみません、先ほどの学びフェスタのことを説明させていただ

きました。大ホールでの記念講演なんですけれども、日本大学の教授と

お伝えしましたけれども、荻野教育長から講師の方を紹介していただい

て、お越しいただこうと思います。また、時間を見つけて、科学実験コ

ーナーも実施したいなというふうに考えておるところです。 

      以上です。 

教育長   御質問、いかがでしょうか。 

      私から一個聞いていいですか。 

      歴史フォーラム、４階のキャパ的には何名ぐらいがマックスなんです

か。 

道田室長  １００名ぐらいです。 

教育長   国立科学博物館長というと、すごい知名度もあるし、１００名で足り

なかったときどうするのかなってちょっと思ったんですけど。そんなこ

とはない。 

道田室長  おそらくないです。 

教育長   より多くの人に参加してほしいですよね。 

道田室長  そうですね。はい。 
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教育長   これから広報していくに当たって、４階で足りるのだろうかと、思っ

たんですけど。 

事務局   そういううれしい悲鳴がきこえたらいいなと思っています。 

教育長   また考えましょう。 

事務局   はい。 

教育長   何かございますでしょうか。 

      藤井委員。 

藤井委員  学びフェスタの記念講演は、お話の方向性としては、どのようなもの

をお願いしておるんでしょうか。 

教育長   日本大学の野内頼一さんっていう方で、この４月から日本大学の教授

になられたんですけれども、平成２６年から去年までは、文部科学省の

教科調査官として、中学校、高校の学習指導要領の改訂を中心的に携わ

られた方です。 

      私も同じ職場にいたので、御一緒させていただいたんですけれども、

今回の記念講演をしていただくに当たって、この方自身が、これまで学

校の教師であったり、また、外国の大学にも留学をしたりとか、県の指

導主事になって、文科省職員になって、今、大学と。いろんなことにチ

ャレンジをしてきたりとか、非常に異文化の理解というのが、大事と自

分で実感をした。そういうことを中心に、お話ができればということで、

そんなに理科に特化したお話というよりは、異文化理解と、また、挑戦

することの大切さを子供たちにお話できるということで、そういうお話

の方向で考えております。 

      これが終わりましたら、３階の会議室で、もともと化学の先生である

ので、試験管などを使って、瞬間的に凍結する実験とか、簡単にできる

ような実験をしていただくというようなプログラムで今、検討をしてお

ります。 

藤井委員  分かりました。 

教育長   ほかに御質問、いかがでしょうか。 

      今回、初めて学びフェスタが、文化センターで行われるというところ

で、これまで、南の丘、ＴＴＣアリーナをずっと使っておりまして、そ

の後、３年間ですかね、分散型といいますか、１回はオンラインだけで

したけれども、分散型でやって来て、今回のタイミングを見て、集合型

でやっていこうととしています。 

      よろしいでしょうか。 

      では、続いて、大川課長、お願いします。 
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大川課長  はい。それでは、学校教育課から、学校の状況等について、報告をさ

せていただきます。 

      まず、キャリア体験学習等についてです。８月２９日から９月１日の

４日間で実施、終了いたしました。 

      対象としましては、府中明郷学園が７年生、市内の中学校は２年生、

それから、府中学園が８年生で、計２５８名、１０８の事業所にお世話

になりました。 

      地域の教育力を目指し、連続最大４日間の職場体験学習を行うことと

して、キャリア教育の推進を図りました。事業者、事業や地域の方と深

い連携・協力の下に、生きた学びの場を構築していくという観点に立っ

て、「社会に開かれた教育課程」を展開させていきます。 

      昨年度から大きく変えた点といたしましては、より探求の学びになる

ようにしたことです。地元企業、事業所の訪問をして、職場体験をする

だけでなくて、また体験を通して学んだところからアイデア等を生み出

し、生徒自身が協働して自分なりの正解を導き、事業所の方へ提案する

といったところまで学習をいたします。 

      想像力を最大限に働かせ、既にあるものの課題等を発見し、さらによ

いものに改善する方法等を考え、探究的な活動を通して子供たちの活用

力や思考力を、さらに育成したいというふうに考えています。 

      さらに今後、地域の事業所等に対する理解のため、地元への愛着や誇

りを持つことができる生徒の育成を目指してまいります。 

      教育委員会にも１名、急に、コロナ等の対応があって、１名、参加し

てくれた生徒がいたんですけど、荻野教育長とディスカッション、それ

から、教育政策課、また、文化財室での体験、それと、放課後ラーニン

グ・サポートのサポーターとしての体験をした後、また、生徒目線から

ＡＬＴの活用について、今後、こういうふうにしたらいいんじゃないか

なっていうアイデアもいただいたところです。 

      四つの学校の３学級を目標に、学んだことを事業所の方に来ていただ

いて提案するか、生徒自身が事業所に出向いて、提案をさせていただく

というふうなところを学習のゴールというふうに考えております。 

      それでは次に、ＡＬＴの増員について、説明をいたします。 

      今年の８月に、新たに、１０名のＡＬＴを府中市に迎え、現在１１名

のＡＬＴが各校に常駐して、教科指導や文化交流を行っています。各校

やコミュニティ・スクールでの紹介をしているところではございますが、

今後は地域行事へ積極的に参加できればというふうに考えております。 
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      教育委員さん方のお住まいの地域におかれましても、ＡＬＴが住んで

おりますので、地元のイベントに誘っていただくなど、また、出会った

ときには、積極的に、お声がけをしていただければと思います。 

      それから、一つ、今、和田係長のほうから配付した情報提供なんです

が、今度１０月１７日に、上下中学校の生徒が、今回１１名のＡＬＴの

配置をきっかけに、上下町へ招いて、上下町の町並みを英語で紹介する

ツアーを計画しております。 

      裏面を御覧ください。 

      午後からのプログラムになるのですが、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、四つのグル

ープに分けて、それぞれ生徒が考えたコースをＡＬＴにしっかり英語で

説明しながら、おもてなしをしていこうというツアーで、日頃、授業で

学んだ英語力を試す絶好の機会になるんじゃないかなというふうに考

えておりますので、そういった学習も計画をしております。 

      二つ目です。生徒指導についてです。８月末の生徒指導上の諸問題の

現状です。 

      登校日数が少なかったんですが、件数のほう、暴力行為が８月末が  

１４件、８月の生起した事案は４件です。いじめの認知件数は、８月末

で１０件、８月に生起した事案はゼロ件です。不登校児童生徒数は８月

末で４３名、８月に３０日を超えた４名となっております。登校日数が

少ないため、数値に大きな変化はございませんが、しかしながら、夏休

み中に起こった金銭の貸し借りやトラブル等の対応も現在も行ってい

るところでございます。必要に応じて、警察連携等も行いながら、継続

して指導してまいりたいと考えています。 

      それから、今後の予定についてです。幾らか御紹介をさせてください。 

      まず一つ目が、１０月３日、火曜日、少年少女主張大会です。お手元

にチラシのほう、お配りをさせていただいております。１０月３日の火

曜日、１８時よりジーベックホールのほうで行います。出場校は、８校

の児童生徒となります。各学校、ことば探究科に取り組み、また、子供

たちの主体性を大切にした教育を推進をしておりますが、教職員を通し

て、教育施策がどのように子供たちに届いているかっていうようなとこ

ろも、教育委員さん方にも見ていただく機会かなと思いますので、もし、

御都合が合えば、参加して、子供たちの学力を見ていただきたいと思い

ます。 

      ２点目は、１０月１３日、金曜日、南小学校の相撲大会です。カラー

で表裏で刷ってあるものです。全て、これは南小学校６年生が手作り、
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Chromebook のアプリを使って、作ったチラシというふうに聞いておりま

す。当日は９時から始まるんですが、力士の方も２名来ていただいて、

１１時から力士との触れ合いコーナーもやるということです。また、裏

面にカレーのキッチンカーも、子供たちが呼んで当日、南小学校に来て

いただける企画にしておりますので、来て見ていただけたらと思います。 

      それから、３点目です。少し大きい、Ａ４とＡ３の研究会の案内をお

配りしているんですが、これは広島県人権教育研究大会、上下大会の御

案内でございます。会場は上下中学校でございます。１０月１３日の金

曜日です。よろしくお願いします。 

      それから、１０月２１日の土曜日は、旭小学校の運動会。 

      それから、１１月１０日の金曜日は、府中市小中一貫教育研究大会、

本日、封筒の中に御案内を入れさせていただいております。 

      それから、１１月１７日から、少し先になりますが、南小学校の研究

会を予定しております。 

      今、御紹介させていただいた、特に、研究会や運動会のところについ

ては、また、出席されるかどうか、御意向のほう、改めてお聞きさせて

いただきたいというふうに思っておりますので、また、日程調整をして、

参加の御検討をいただければと思っております。 

      学校教育課からは以上です。 

教育長   はい。学校教育課から今、報告ありましたけど、何か御質問等ござい

ますでしょうか。 

      大川課長、連絡のときに、Chromebook でもまた日程等、教育委員さん

にお送りいただければ。 

大川課長  はい。 

教育長   そこでもやり取りもできると思いますし。 

大川課長  分かりました。 

教育長   お願いいたします。 

大川課長  お送りさせていただきます。 

教育長   はい。それでは、連絡事項に移りたいと思いますけれども、連絡事項、

和田係長、お願いします。 

和田係長  はい。それでは、連絡事項になります。 

      次回の教育委員会議は１０月１８日の水曜日、午後１時半からを予定

させていただきます。スケジュールのほうの確認をお願いいたします。 

      続いて、その後、来来月になりますけれども、１１月は２２日の水曜

日で調整をしていきたいと考えておりますので、併せて、御確認のほう、
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よろしくお願いしたいと思います。 

      以上でございます。 

教育長   はい。それでは、以上をもちまして、令和５年第１１回の教育委員会

議を終了いたします。 

      大変、お疲れさまでした。 
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府中市教育委員会会議録 

１ 開会の日時 
令和５年１１月２２日（水）  教育センター 会議室 
（令和５年第１４回）     １３時３０分 開会 

 
２ 出席委員 

荻野教育長、高橋委員、和知委員、森山委員（４人） 
 

３ 委員以外の出席者 
大森教育政策課長 大川学校教育課長 道田教育政策課文化財室長 
長岡教育政策課主幹 津田学校教育課主幹 小寺学校教育課主幹 
竹内学校教育課主幹 和田教育政策課教育推進係長 
 

４ 会議に付した議案の題名 
第３２号 指定管理者の指定について 
第３３号 府中市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 

第３４号 府中市第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関 
     する条例の一部改正について 
第３５号 府中市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部改正につ 

     いて 

第３６号 令和５年度府中市一般会計補正予算（第６号）について 
     （教育委員会の所掌に係るものに限る。） 
第３７号 令和５年度府中市一般会計補正予算（第７号）について 
     （教育委員会の所掌に係るものに限る。） 
 

５ 審議の大要並びに結果の概要 
議案６件について審議を行い、同意の議決を得た。 

 
６ 議決事項 

議案第３２号 承認  議案第３３号 承認  議案第３４号 承認 
議案第３５号 承認  議案第３６号 承認  議案第３７号 承認 
 

７ 協議事項 
令和６年度以降の府中市歴史資料館の運営体制について 
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８ 報告事項 
（１）荻野教育長 

・図書の寄贈について 
・１０月２１日～２２日 第５回全国国府サミットｉｎ小松について 
・時事通信社 教育奨励賞優良賞受賞（府中市立府中明郷学園）について 
 

（２）門田部長 
 

（３）教育政策課 
・１０月１５日（日） 第２３回ふちゅう歴史フォーラムについて 
・１０月２１日～２２日（土・日）第５回全国国府サミットｉｎ小松について 
・１０月２８日（土） 第１３回府中学びフェスタについて 
・令和６年１月７日（日） ２０歳を祝う会府中学びフェスタについて 
 

（４）学校教育課 
・学校の状況等について 
・いじめ問題調査委員会について 
・１１月１０日（金）府中市小中一貫教育研究大会 
・ＣＳ実践発表（１２／２愛媛県大洲市、１２／１５鳥取県西伯郡南部町） 
 

９ その他 
教育委員会の情報発信について 
教育委員会のＤＸ推進について 

 
次回  １２月２２（金）午後１時３０分～ 
次々回 令和６年１月２６日（金）で調整 

１４時５１分 終了 
 
         会議録署名者  委員 
 
 
                 委員 
 
 
                 書記 
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教育委員会会議（１４回） 

 

教育長   それでは皆様、こんにちは。立冬も進みまして、冬将軍もやってくる

という小雪は実は今日ということで、暦の上でも、気候的にも秋から冬

を迎えようとしております。 

      先月から今月にかけては、様々なイベント、また文化祭、学習発表会

なども盛大に開催をされております。また、研究会等についても１１月

１０日に府南学園を会場に府中市小中一貫教育研究大会を開催をし、市

外の方、また市内の教職員も含めてですけれども、保育所、各校の学校

運営協議会の会長さんにもたくさんの参加いただきまして、現在、府中

市で取り組んでいる幼保小連携、また義務教育９年間のつながり、さら

には企業と連携した取組などを共有し、講師を務めていただきました関

西大学の小柳和喜雄教授の講演から、これまでの府中市の取組の成果、

次に向けての方向性も確認することができました。 

      今週末の予定ですけれども、２５日には上下南小学校の南っ子感謝祭、

国府小学校の国府演ＪＯＹ祭りが開催をされます。また、２６日には栗

生小学校で学習発表会の後に創立１５０周年の記念式典が開催される

予定となっております。時間が許せば、子供たちの頑張り、また学校の

取組も御覧をいただければと思います。 

      それでは、令和５年第１４回の教育委員会会議を開催をいたします。 

      まず、会議録署名者の指名をいたします。高橋委員、森山委員、よろ

しくお願いいたします。 

      （はいの声） 

教育長   それでは、会議録の承認に入ります。 

      前回の会議について、事務局の報告を求めます。 

      和田係長。 

和田係長  はい。それでは、失礼いたします。令和５年第１１回会議、それから

第１２回及び１３回持ち回り決裁させていただいていることについて、

報告をいたします。 

      まず第１１回会議は、令和５年９月２５日月曜日、午後１時半から、

教育センター会議室において、教育長、教育委員全員と、門田教育部長

ほか事務局４名の出席で開会いたしました。 

      議案は３件で、委員の委嘱に係るものが１件、それから教育委員会規

則の改正が２件でした。 

      まず議案第２６号 府中市文化財保護審議委員会委員の委嘱について
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です。任期満了に伴いまして、新たに委員を委嘱しようとするものであ

ることを確認し、可決しました。次に議案第２７号 府中市文化財保護

審議委員会運営規則の一部改正についてです。府中市文化財保護条例の

一部改正に伴う所要の整備であることを確認し、可決しました。続いて、

議案第２８号 府中文化財保護条例施行規則の一部改正についても、議

案第２７号と同様に府中市文化財保護条例の一部改正に伴うもので、特

定歴史的建造物の登録申請等に係る条文の追加等所要の整備であるこ

とを確認し、可決しました。 

      協議事項は、ありませんでした。 

      報告事項としましては、荻野教育長から、教育委員会事務局の人事に

ついて、寄附受納について、藤井美砂緒委員の小学校教育功労者文部科

学大臣表彰の受賞についての報告がありました。そのほか、門田部長か

らは、府中市議会９月定例会の概要について、教育政策課からは、府中

学びフェスタについて、府中市公民館運営審議会について、第２３回ふ

ちゅう歴史フォーラムについて報告がありました。また、学校教育課か

らは、キャリア体験学習やＡＬＴの増員についてなど学校の状況等につ

いて、そして生徒指導の状況について等の報告がありました。そのほか

の事項としては、次回開催日程を確認し、会議の全てを１４時３７分に

終了しました 

      次に、第１２回会議及び第１３会議 持ち回り決裁についてです。 

      まず、第１２回会議についてです。令和５年９月２９日付で議案は１

件で、議案第２９号 府中市公民館長の任命については、前任者の辞職

に伴い、新たに公民館長に任命するものであることを、教育推進係長が

教育委員皆様に説明し、同意を得て可決しました。 

      次に第１３回会議です。令和５年１０月１６日付で議案は２件です。

議案第３０号 府中市学校給食センター運営協議会委員の任命につい

ては、委員の任期満了に伴い、新たに府中市学校給食センター運営協議

会委員に任命するものであること、続いて議案第３１号では、府中市生

涯学習センター設置及び管理条例施行規則の一部改正について、現状に

合った使用許可書申請に改訂することに伴い、所要の整備を行うためも

のであるということを教育推進係長が教育委員さん皆様に説明し、同意

を得て可決しております。 

      以上でございます。 

教育長   はい。それでは、会議録の承認に入ります。承認を求めます。御異議

ございませんでしょうか。 
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      （異議なしの声） 

教育長   御異議なしと認めます。 

      よって、会議録を承認いたします。 

      それでは、本日の議案に移ります。本日は議案が６件で、１２月審議

会定例会に提出される議案について、府中市長から意見聴取を求められ

ているものでございます。 

      それでは、議事に入ります。 

      議案第３２号 指定管理者の指定についてを議題といたします。 

      提案説明をお願いします。 

      道田室長。 

道田室長  資料は議案集の第１ページ目をお開きください。指定管理者の指定に

ついてでございます。議案第３２号、府中市長から指定管理者の指定に

ついて意見聴取がありましたので、教育委員の皆様に意見を求めるもの

でございます。 

      提案理由でございます。３ページ目をお開きください。 

      府中市上下歴史文化資料館について、指定管理者を指定するために地

方自治法の第２４４条の２第６項の規定により提案するものでござい

ます。 

      なお、この地方自治法の第２４４条の２の第６項の規定といいますの

は、普通地方公共団体というのは指定管理者の指定をしようとするとき

は、あらかじめ当該普通地方公共団体の議会の議決を経なければならな

いというものに基づくものでございます。 

      本議案の概要の説明につきましては、別とじの資料で、議案概要資料

というものを御用意しております。御確認いただけますでしょうか。そ

ちらを基に概要の御説明をさせていただきたいと思います。 

      対象施設につきましては、重複しますが、府中市上下歴史文化資料館

でございます。指定管理の指定期間につきましては、４番に書いてござ

いますが、令和６年４月１日から令和１１年の３月３１日の５年間とい

うことで、公募による応募者を募集いたしました。令和５年９月２７日

に応募者の方々からプレゼンテーションを行っていただいて、選定審査

会を開催して選定していただきました。結果的には、一般社団法人天領

上下まちづくりの会１者のみの応募という形でございました。 

      委員による選定による評価点につきましては、平均点で６６．４点と

いうことで、選定させていただいた評価のポイントですけれども、地域

に対する思い、それから地域との連携というものを評価させていただき
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ました。ついては、現有のまちづくり公社の職員の皆様は、この社団法

人天領上下まちづくりの会のメンバーでもございますので、これまでの

活動実績、それから継続性を評価させていただいたところです。それか

ら現在の提案の中には、上下の歴史文化資料館そのものが岡田美知代の

生家を改築したものでございまして、そちらの岡田美知代を軸とした活

動計画を総合的に評価したということで指定させていただくものでご

ざいます。 

      なお、府中市歴史資料館につきましては、もう１館土生町にあります

ように、府中市歴史民俗資料館がございます。令和５年度以降の２館の

運営体制につきましては、後ほど協議事項のほうで併せて御説明したい

と思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

      説明は以上でございます。 

教育長   ただいま事務局から提案説明がありました。 

      御質疑がございましたらお受けをいたしますが、いかがでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

      （はいの声） 

教育長   それでは採決をいたします。原案のとおり承認いたしたいと思います。

御異議ございませんでしょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   御異議なしと認めます。 

      よって、議案第３２号を承認といたします。 

      続きまして、議案第３３号から議案第３５号までは、一括の議題とい

たします。 

      まず、議案第３３号 府中市一般職の職員の給与に関する条例等の一

部改正について、議案第３４号 府中市第１号会計年度任用職員の報酬、

期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正について、議案第３５号 

府中市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部改正につい

て、こちらについての提案説明をお願いいたします。 

      大森課長。 

大森課長  はい。それでは、議案第３３号から３５号まで一括して説明をさせて

いただきます。議案集の４ページを御覧ください。 

      府中市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正でございます。、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９号の規定によりまし

て、府中市長から意見の聴取があったので、教育委員会の意見を求める

ものでございます。 
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      ７ページを御覧ください。 

      これは令和５年４月１日に遡及、遡って改正となります給料表でござ

います。簡単に御説明させていただきます。 

      １級、２級というのがございます。職務の級でこれが大体、主事とい

う職務の者です。３級が主任主事、４級が主任、５級が係長、６級が課

長、７級が部長というふうな職務の級となっております。その中で、１

級の９号級に１７万９００円というのがございます。高卒初任給がここ

に当てはまるところでございます。この給料改定の前は１５万８，９０

０円でしたけれども、１７万９００円に改正されます。額にして１万２，

０００円のアップになります。そして、２５号級に１９万６，２００円

というのがございます。これが大卒初任給に当てはまるものでございま

す。この給料表改定の前、１８万５，２００円が１９万６，２００円に

改定になりまして、１万１，０００円のアップとなります。 

      この７ページの行政職給料表といいますのは、病院を除く職員、いわ

ゆる一般職の給料表でございます。 

      続きまして１１ページは、医療職の給料表１でございます。これは、

医師の給料表です。ここの説明は割愛いたします。 

      １７ページ、医療職給料表２というのは、病院での検査技師の給料表

です。２２ページ、医療職給料表３というのは、看護師の給料表でござ

います。ここの説明も割愛させていただきます。 

続いて、３３ページを御覧ください。今回の一般職の職員の給与に関

する条例の提案理由でございます。議案概要資料の２枚目を御覧いただ

きたいと思います。上に府中市一般職員の給与に関する条例等の一部改

正についてというのがございます。これに基づいて説明させていただき

ます。 

      改正の要旨でございます。１番目給料の改正です。これは先ほどの給

料表を令和５年４月１日に遡及して適用するものでございます。これは、

人事院勧告の内容となりまして、先ほどの行政職一般給料表で平均０．

９１％の引上げです。また、若年層に重点を置いて実施しております。

先ほどありましたように、高卒初任給で１万２，０００円、大卒初任給

で１万１，０００円のアップというふうになっております。 

    続いて２番目、期末手当、勤勉手当の改正です。これにつきましては、

１２月にて対応します。期末、勤勉手当の支給割合をそれぞれ０．０５

月分引き上げます。その表にございます１２月期というのを御覧いただ

きますと、加算現行期末手当１．２０が１．２５に、勤勉手当１．０月
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が１．０５月にという引上げになります。その下の参考というところに、

期末、勤勉手当の年間支給割合を示しております。現行４．４月の支給

率が５年度は４．５月分、６年度以降も同じというようなものでござい

ます。 

      ２番の市長、副市長、教育長、市議会議員の期末手当につきましては、

一般職の職員の支給割合を改正することに伴い、連動して改正されます。

市長、副市長、教育長の給料表は特別職の給料は基本下げられておりま

すので、それに基づきます。 

      ３番の特定任期付職員は御覧のとおりです。 

３番目のその他法改正に伴う手当名称等の改正につきましては、新型イ

ンフルエンザ等の緊急事態派遣手当に係り、法整備、法改正に伴いまし

て、速やかな対応ができるように改正を行っております。 

      続きまして、議案第３４号の府中市第１号会計年度任用職員の報酬、

期末手当及び費用弁償に関する条例及び、議案第３５号の第２号会計年

度任用職員の給与に関する条例の一部改正でございます。説明は、概要

説明資料のほうでさせていただきます。第１号がパートタイムの会計年

度任用職員で、第２号がフルタイムの会計年度任用職員でございます。 

      改正の要旨でございます。会計年度任用職員の給与等につきまして、

人事院勧告等国の通知を踏まえまして、期末手当、報酬、給与等につい

て改正して、処遇の改善を図るもので、大きくは会計年度任用職員に勤

勉手当を支給できるように改正しまして、期末手当、勤勉手当の支給月

数を上記一般職員と同じ月数になるように改正するものでございます。 

      主な改正内容の１番にありますとおり、この１２月に、現行１．２５

月を１．３５月にしまして、年間で言いますと、２．６か月分になりま

す。この改定時期は、この１２月支給分から改正します。 

      ２番の給料報酬等の改正でございますけれども、給料表に準じて改正

するものです。先ほどの給料表の１級、２級というところが会計年度任

用職員が使っている給料表でございます。 

      ３番の勤勉手当の支給開始及び期末手当、勤勉手当の支給月数の改正

というところです。支給月数でございますが、今、現行のところを見て

いただきますと、会計年度任用職員の期末手当は２．５月分が出ていま

すけども、勤勉手当の支給は今のところございません。これが、５年度、

先ほど言いました０．５月分改正ですけど、令和６年度以降になります

と期末手当２．４５、勤勉手当２．０５、併せて４．５か月分の期末、

勤勉手当が出るようになります。これは、一般行政職の職員と同じ月数
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の支給割合となります。 

      ３３号から３５号までの議題については以上でございます。 

教育長   ただいま事務局から提案説明がございました。御質疑がありましたら

お受けをいたします。いかがでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

      （はいの声） 

教育長   それでは採決をいたします。原案のとおり承認をいたしたいと思いま

す。御異議ございませんでしょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   御異議なしと認めます。 

      よって、議案第３３号、議案第３４号、議案第３５号を承認といたし

ます。 

      続きまして、議案第３６号 令和５年度府中市一般会計補正予算（第

６号）についてと、議案第３７号 令和５年度府中市一般会計補正予算

（第７号）についてを、こちらも一括の議題といたします。 

      提案説明をお願いいたします。 

      大森課長。 

大森課長  お手元に府中市補正予算書、並びに予算に関する説明書教育委員会分

抜粋というのが２種類ございます。 

教育長   議案集ではない資料ですか。 

大森課長  議案集ではなく、府中市補正予算書です。２種類ありまして、１つが、

一般会計（第６号）というものと、もう一つが一般会計（第７号）とい

うものです。この２種類の説明書で説明させていただきます。 

      第３６号議案のほうは、一般会計第６号と書いてある分でございます。

この第６号のほうは、先ほど提案させていただきました議案第３３号か

ら議案第３５号の給料改正に係る補正予算でございます。 

      教育委員会分を御説明しますと、５ページを御覧ください。 

      ５ページの歳出というところの一番下のところ、１０款の教育費とい

うのがございます。教育費の補正額、４６３万１，０００円。これが、

このたびの給料改正等に係る補正予算でございます。１の教育総務費で

見ますと、６９７万のプラスですが、４番の社会教育費は、給料が上が

ってもマイナスとかいうものもありますが、当初予算のときは、どうい

う人員配置、年齢構成になるか分からない上で予算をつけています。若

い年齢の人が来たらそれぞれの予算科目の人件費が上がったりするん

ですけども、これは予算ベースで調整をということで、教育委員会では、
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４６３万１，０００円の補正というふうになっております。 

      こちらの第６号につきましては、以上とさせていただきます。 

      続いて、第３７号議案の一般会計（第７号）の説明をさせていただき

ます。今回の補正は主には物価高騰に係る電気代の補正と、学校職員の

働き方改革のための整備費を計上しております。 

      それでは、６ページを御覧ください。 

      第３表債務負担行為補正というのがございます。先ほど、説明をさせ

ていただきました、公の施設の指定管理委託料と指定期間５年間、５年

間の債務を承認ということで要求しているものです。府中市上下歴史文

化資料館。あとは羽高湖サン・スポーツランドでありますとか、羽高湖

森林公園とかございます。限度額が４億８６８万４，０００円でござい

ます。これは、この全部の合計でございまして、上下歴史文化資料館だ

けでいいますと、９，９３５万９，０００円になります。 

      続きまして、３１ページを御覧ください。 

      中段辺りにございます。１０款教育費、１項の教育総務費、２の事務

局費というのがございます。今回、補正を上げておりますのが２６万 

１，０００円。右のほうをちょっと御覧いただきますと、右のページ、

３２ページの同じ行を見ていただくと、一般事務経費、燃料費で１６万

１，０００円、これはガソリン代等です。府中市教育センター管理に要

する経費で、光熱水費で１０万円、これは電気代でございます。 

      ３１ページ、左に戻っていただいて、３の教育振興費、補正額が   

５５０万。右のほう見ていただきますと、１７の備品購入費としまして、

備品費を上げておりますが、これは府中学園のマザーズルームといいま

して、職員の健康維持ですとか、休憩室、そうした部屋の整備のための

備品でございます。 

      続いてもう一回３１ページ、小学校費の１、学校管理費８７１万円、

次の３２ページを見ていただきますと、小学校管理の光熱水費、電気代

で８７１万円計上しております。続いて３３ページを御覧ください。 

      １０款教育費３項の中学校費に学校管理費、４，２９０、４２９万円

計上しております。これも同じく光熱水費、電気代として計上しており

ます。 

      また、３３ページの中段を見ていただきまして、１０款の６項の学校

給食費を御覧ください。 

      学校給食費７，１５１、７１５万１，０００円計上しております。こ

れも、燃料費、灯油代で１４２万３，０００円、光熱水費、電気代で５
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７２万８，０００円。 

      以上の補正予算を計上しているところでございます。説明は以上でご

ざいます。 

教育長   それでは、ただいま事務局から提案説明がございました議案第３６号

と議案第３７号について御質疑がありましたら、お受けをいたします。

いかがでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

      （はいの声） 

教育長   それでは、採決をいたします。原案のとおり承認いたしたいと思いま

す。御異議ございませんでしょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   御異議なしと認めます。 

      よって、議案第３６号及び議案第３７号を承認といたします。 

      議案については以上でございます。 

      続いて、協議、報告事項に移ります。 

      協議事項として、先ほど道田室長からもありましたけれども、令和６

年度以降の府中市歴史資料館の運営体制についてを協議事項としたい

と思います。説明をお願いいたします。道田室長。 

道田室長  資料といたしまして、資料１としたＡ４の横向きのカラー刷りの資料

を御用意しております。御確認いただけますでしょうか。この資料をも

ちまして、令和６年度以降の先ほどの上下歴史文化資料館指定管理とい

うことですが、府中市歴史民俗資料館と併せて運営の体制について、令

和６年度以降の運営の方針の方向性というものをこの１枚にまとめて

みました。資料の右半分に上の赤いくくりで示しているのが上下の歴史

文化資料館という表です。下段のほうに、緑の赤枠で囲っているのが府

中市歴史民俗資料館ということでございます。 

      それぞれ概要の説明を、方向性について説明しますと、上下歴史文化

資料館については、これまでも岡田美知代の文学館兼上下の歴史文化に

触れることのできる場として、今後も機能を継続していくということで

す。岡田美知代の生家を改築した資料館施設であること、その生涯の背

景である、岡田美知代が生まれた背景というものも、上下の町並みも歴

史の文化に関わるものを持ってございますので、それに係るような資料

の収集、保存、研究、展示という資料館としての根幹業務というものも

今後も行ってまいりまして後世に伝えていくということになります。 

      それから、上下の町並みの立地としては、中心に立地する資料館施設
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ということでございますので、地域に根差した観光の視点を有した資料

館業務及びその指定管理者としての自主事業というものを展開してい

きたいというところでございます。 

      それから、実績があるということなんですけども、この天領上下まち

づくりの会も地域の皆様で構成される会でございますし、今の現有の資

料館の職員も継続して関わっていただけるという予定でございますの

で、これまでどおり地域に根差した質の高い活動を継続していきたいと

いうところでございます。 

      続いて、今度は土生の歴史民俗資料館のほうでございます。こちらは、

本館自体が市の指定重要文化財でございます。旧芦品郡役所の庁舎を移

築した施設ということで、展示の内容につきましては、備後国府に関す

る調査成果と、最新情報を公開し、管理される場として機能を向上して

いきたいということを考えています。指定文化財や、埋蔵文化財等の文

化財室の現在の業務と深く関わる資料館事業を展開することによって、

事業のみならず文化財室としての組織的な連動性や継続性、効率性を向

上していきたいというふうに考えています。 

      発掘現場なんですけども、備後国府跡につきましては、中心施設の国

庁区域が確定してないということもありますし、今後も継続的な発掘調

査も行われてまいります。そうした最新の資料や情報に触れる場として

いきたいというところです。 

      それから３番、学校との連携によって、親子で地域愛を醸成していき

たい、地域人材を育んでいきたいと考えており、現在博物館法が令和４

年に改正されていますので、それによって今後の事業や整理の対応を行

っていって、令和５年度の歴史フォーラムで開催したような全国レベル

の研究や情報に関するような質の高い資料館施設を目指していきたい

というところです。 

      直営の歴史民俗資料館については、文化財室の一部として職員を配置

して運営していきたいという思いも持ってございますので、これにつき

ましては、現在、教育部はもとより、本庁のほうの政策企画課、人事課、

財政課と現在協議して令和６年度以降の体制というものを協議してい

る状況でございます。 

      以上でございます。 

教育長   はい。協議事項として、各歴史資料館の運営の方針と方向性について

今、説明いただいたんですけれども、ぜひ、今、説明をした運営の方針、

方向性について御意見等ありましたら、忌憚のない御意見頂きたいと思
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うんですが、何かございますでしょうか。 

      上下文化資料館は指定管理をしていくということで、歴史文化に触れ

ることのできる機能を委託という形で進めていきたいということと、今

の土生の歴史民俗資料館については、直営で文化財室の１つとして発掘、

調査現場からの最新の資料、また情報が触れることのできるようなもの

を目指していきたいというような方針を持っております。いかがでしょ

うか。 

高橋委員  ひとつよろしいですか。 

教育長   はい。高橋委員。 

高橋委員  これまでもちょっと考えていたことなんですが、例えばですけど、も

う上下歴史資料館は上下の所有してらっしゃる文化財や資料の展示だ

けで、府中の歴史資料館はやっぱり府中が所持してらっしゃるものだけ

なんですが、この交流っていうのは難しいんですかね。上下のものを府

中の歴史資料館で期間限定でもいいですから公開するとか、府中の歴史

資料館が所有してらっしゃる資料なんかを上下の歴史資料館にお預け

して、こちらの情報を上下の方にも知っていただき、上下が所有してら

っしゃる情報、資料を広く府中の市民に情報公開していくっていうのは

難しいんでしょうか。 

教育長   はい。道田室長。 

道田室長  はい。お答えさせていただきます。資料館施設、それからそこに所蔵

する展示している資料の所有は、府中市教育委員会でございます。管理

運営自体の体制は違うんですけども、高橋委員おっしゃられたように、

ここは基本展開方法として、例えば上下の物を府中のほうで発信する、

それから府中の備後国府に関する物を上下のほうで発信するというの

は、調整によって企画して調整することで、実現は可能かというふうに

考えておりますので、貴重な御意見頂きましたので、関係者で調整して

実現してまいりたいなと考えています。 

高橋委員  もし可能であれば、企画展をしていただければと思います。 

教育長   やっぱりこう、目指す姿をこの資料の左側に表現されているんですけ

れども、そこに近づく、目指そうとして位置づける中で、どういった資

料館の在り方が最も近づいていくのかっていうところも御意見が頂け

ればなと思います。森山委員、歴史資料館について御意見いかがでしょ

うか。 

森山委員  はい。意見はないんですけど、府中の歴史民俗資料館もおそらく小学

校のときに１回見たきりで、また上下の資料館は行ったことがないとい
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うことで、今回上下歴史文化資料館が指定管理で、土生の方が直営とい

うことで、うまく相乗効果を生かしてやっていこうというのがあるかと

思うんですけれども、やっぱり私みたいに全く興味のなかった市民がも

っと興味を持ってそこで触れるような取組だったり仕掛けだったりを

やっていくと、もっともっとよくなっていくんじゃないのかなと思いま

す。 

      以上です。 

教育長   今、道田室長のほうから裾野を広げる、ファンを増やしていく取組が

幾つかやられていると思うんですけど、何か紹介できるものはあります

か。道田室長。 

道田室長  これは、裾野を広げるというところなんですけども、この後報告にあ

る歴史フォーラムのところでその状況と一緒にお伝えしていくところ

になるとは思うんですけれども、実は歴史フォーラム、２３回を迎えた

んですけれども、例えばテーマごとに最新の知見者、研究者をお呼びし

てその府中の歴史について触れる場を、情報を提供してきたんですが、

今回の歴史フォーラムにおいては、いわゆる子供さん向けの情報を、来

ていただけるような取組としても展開しました。そうすると、子供さん

が来ると必然的にその若い世代というか、２０代、３０代の親御さんが

一緒に来て、森山委員もおっしゃったようにしばらくそういった場所に、

そういった情報に触れてなかった世代の方も改めて足を運んでこられ

た状況があって、子供も大人も、親御さんも同じテーマで話題ができる

ようになったっていうのが今回の歴史フォーラムにありましたので、こ

こはいい流れのヒントを得られたかなと思っています。フォーラムの鍵

は、文化財室の事業、それから歴史資料館での事業もそうしたところを

大切にしながら事業をして、いい裾野を広げていけるかなと思います。 

教育長   ありがとうございました。私のほうからですけども、文化財室の業務

として進めていく中で、これまでも少し今、裾野を増やしていくという

観点でもあるんですけれども、近年、学校連携、学校教育との連携もか

なり増えてきています。学校のカリキュラムの中で国府等に関連するよ

うな取組も増えてきました。今回も歴史資料館ということ、今回協議事

項として、テーマとして議論いただきましたけれども、この歴史資料館

は、そういう意味では学校教育ともつながる拠点の場として位置づけて

いくということも今後ますます重要になってくるのかなというふうに

感じたところです。 

      それでは、歴史資料館の運営体制についての協議事項は以上とさせて
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いただきます。ほかに協議事項、ございませんでしょうか。 

高橋委員  もし、お時間あれば。 

教育長   はい。高橋委員。 

高橋委員  御提案させていただきたいことがあるんですが、結論から申しますと、

教育委員会からの教育的、またいろんな取組的広報、いわゆる新聞とま

ではいかないんですけれども、広報的なものが発信できないのかなとい

う１つ御提案をさせていただきたいと思います。 

      といいますのが、先月、別の市の会議で出席した際に、とある学校の

ＰＴＡ会長さんが、ＰＴＡ会長になるまで全くＣＳのこと知らなかった

とおっしゃったんですね。その学校自体は、ＣＳも結構積極的に取り組

んでらっしゃる学校ではあるんですけれども、なかなか地域全体といい

ますか、ＰＴＡのほうには浸透してないのかなというちょっと疑問を持

ちまして。だから、そうした状況も踏まえて、例えばですけれども、教

育委員会のほうで情報公開的な内容のものを発行していただきながら、

例えばですけれども、こうやってＣＳの取組であるとか、また今回、Ａ

ＬＴさん、各学校に配属されたんで、学校とＡＬＴの関わりをそれぞれ

の学校が把握するだけではなくて、他校の方々、教職員とかＰＴＡの方

にも理解いただける内容であったり、あるいはマザーズルームであった

り、それからことば探究科も、もう少しＰＴＡの保護者の方に浸透する

ような情報提供はできないものかなというのを思うんです。 

      これも、各学校の管理職の方々を中心によく認識はしていただいてい

るというふうには思うんですけれども、果たしてこれがどこまで職員や

保護者につながっていっているのかなという疑問を持ちましたもので

すから。その辺も含めて、教育委員会のほうで各学校の情報なり、特徴

的な取組、あるいは先進的な活動というのを市内の各学校で共有できる

ような形づくりができないのかなというふうに思いました。お時間拝借

して御提案をさせていただきましたけど、いかがでしょうか。 

教育長   はい。今、高橋委員さんのほうからもありましたように、整理をさせ

ていただくと、教育委員会でやっている取組を、より外に発信するって

いう、広報の在り方について、今以上に取組ができないかということで。

点では行っているものをもう少しこう集約して、展開できるようにとい

う御意見を頂きました。和知委員、森山委員、それについて御意見いか

がでしょうか。 

      森山委員、お願いします。 

森山委員  今、高橋委員さんからの提案だったので、まだ具体的なことっていう
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のはそんなに何もできてないかとは思うんですけど、例えば具体的にこ

んなことをやってみるといいんじゃないか、その広報の手段として。そ

ういうふうなものって何か今の思いつきであるのかどうか、っていうの

をちょっと皆さんにお聞きしたいなと思いました。 

教育長   今、教育委員会事務局の中で議論をしているのは、まずホームページ

の改革をしていくっていうことはまず議論としてはあります。それをさ

らに踏み込んだ御意見、アイデアとして今、高橋委員さんから頂いたか

なと思っていまして。１つは何かこう、毎週とかではなくて月に１回と

か、その月のテーマを決めて何か学校の状況であるとか、教育委員会、

教育部で持っている情報を何か集約して発信するっていうことが、より

探しに行って人が見れるっていうよりは、届けられるっていう情報とし

て、そういう媒体としていろいろ使ってできないかっていうことだと思

いますので。今、それが実際にあるかというと市全体では、広報ふちゅ

うっていう紙媒体のものはありますけれども、それの教育委員会バージ

ョンっていうんですかね。それは紙だけじゃなくて、デジタルのものも

含めて、そういう情報発信っていうのは、これまでも我々にとっての課

題でもあると思いますので、そこは今回提案を頂いたものについては、

事務局としてもそこはしっかり受け止めて、どういう形になるかってい

うのはちょっと議論をさせていただいて、形にしていきたいというふう

に思っています。 

高橋委員  これは、各学校では年に数回ぐらい新聞といいますか、広報誌は発行

してらっしゃるんですよね。だから、そうしたところで、それは各学校

の取組であったり報告であったりした場合がよいのかなと思うんです

けれども、教育委員会として発信できること、しなければならないこと、

これもうちょっと明確にしたものが出せないのかなというふうに思う

んですよね。だから、事務局も御検討いただければと思うんですけれど

も。毎月じゃないにしても、年に最低１回とか数回、もし可能であれば

ですけど、そうやって各学校の広報誌を集約したものであるとか、テー

マをそれぞれに決めていただいた情報を提供したりとか、そうしたもの

ができないのかなという、ちょっとこう懸案を持ったものですから、御

検討いただければと思います。 

和知委員  私も、ちょっとＳＮＳとか、フェイスブック、インスタなんかは不得

意なんで言えないんですけど、今の若い保護者の方たちなんかに届けた

いのであれば、やっぱり紙媒体じゃないような気がするんですね。やっ

ぱり、皆さんよく目にされるのがインスタだったりフェイスブックであ
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るならば、それが多分、教育委員会事務局の職員の方たち忙しいので、

そこまでできないのであれば、何かこう地域の人の中で得意な方とか、

何かそういう募集をかけて、ちょっと情報をこれに投稿してくださいみ

たいな形だったりとか。そういうものだったらできるような気がするん

ですよね。紙だとどうしても、紙面も限られてくるし、情報もきちっと

したものじゃない、活字にしてしまったらなかなか難しい面があって、

気軽に、何か今日はここの学校でこんなことやってますよぐらいの、軽

いものの方が情報は流しやすくて、見る人も楽しく、気負わずに好きな

ときに見れるんじゃないかなって思うんですね。そういう何かがあれば。

それだったら、皆さんの仕事に支障なく、そして見るほうも好きなとき

に目にすることができるような気がするんです。 
      何かね、どうしても私ら紙に頼ってしまうけど、今の人たち多分、も

らってもあまり見ないんじゃないかな。スルーしてしまうんじゃないか

なって思うんですけど、どうですか。 

森山委員  ちょっと話それるかもしれないんですけど、私が会社をやっていて、

やっぱり人材採用ってなかなか困るんですよね。募集をかけても来ない

っていうふうな中で、うちが取組をちょっと変えて、求人誌やそういう

求人の内容よりも、やっぱりＳＮＳでふだんからの会社のどんな雰囲気

なのかとか、そういったことを定期的にきちんと伝えていくっていうこ

とをすると、やっぱり会社の雰囲気が分かって、親近感を持つと、じゃ

あそこで働いてみようということで、応募者がかなり増えて、うちは今、

もう本当に求人を出したらすごく来て困るぐらい来るような状況にな

ったんです。 

      で、高校生対象の就職説明会に出たときに、高校生が言われていまし

たけど、会社のホームページはほとんど見ないと。ＳＮＳを見て決める

と。それで会社は何をやっているのかはもちろんホームページで見るけ

ど、それは必要だから見ると。でも働きたいかどうかは、ＳＮＳを見て

決めると。やっぱり若い世代ってそういうふうなもんだと思うんですよ

ね。 

      例えば教育委員会がこんなことやってる、あんなことやってるってい

うの、例えば紙媒体にして定期的にやったとしても、ひょっとしたらそ

れってこっちの自己満足で終わってしまうかもしれない。何か子供が学

校から持って帰っているけど、何かよく分からない何かプリントの間に

入っていて、１か月後に発掘されたみたいなこともよくありますので。

やっぱりそういうふうな部分は紙って今、これからはちょっと古いのか



18 

なとも思うんです。 

      ただ、そういった情報をどの世代に届けたいかにもよると思います。

紙媒体ももちろん必要かもしれないし。ただ、先ほど高橋委員が言われ

たように、ＰＴＡ会長がそういう情報も知らなかったってなると、やっ

ぱり働き盛りの若い世代にも知ってもらいたいんであればそういった

ＳＮＳとかそういったものを使ってやっていくべきかなとも思います。 

      ただ、これも私も会社でいろいろ試行錯誤したんですけれど、ＳＮＳ

って投稿すればいいってもんじゃなくて、それもさっきの紙媒体と一緒

で、発行したら終わりっていうのと一緒で、何を出すのかなんですよね。

何かこうこうこういうふうなこと、今日はこうこうこうやってますって

言っても、見る人はふーんで終わるかもしれないし、ただ１つ写真で何

か興味を持たすようなフックがあれば、そこで中を見てみようっていう

ふうになるかもしれないし。何かそういったことにたけた人に、やっぱ

り任すっていうのが大事かなというふうに個人的には思います。 

教育長   ありがとうございます。今日、教育委員の皆さんからの御意見を頂き

まして、今、市でも広報を担当する部署ともありますので、それともし

っかり連携して、和知委員おっしゃったように、どういう層に、どうい

う届け方をするのか、森山委員からもホームページで公表していくって

いうこともそうだけれども、そのＳＮＳを使ったその内容を、またその

規模とか、回数とか、より届けられることを模索していかなければいけ

ない。最初、高橋委員さんおっしゃったように、多くの人に知ってもら

うっていうところは、我々としてもそこを目指していかなければならな

いことだと思いますので、この教育委員会からの提案というか、今日出

した意見については、事務局のほうもしっかり受け止めて、よりよいや

り方を模索して、そう遠くない時期に方向性はつくっていければと思い

ますので。今日はそれでよろしいですかね。では、よろしくお願いいた

します。 

      ほかに、協議事項ございませんでしょうか。 

      （はいの声） 

教育長   それでは、報告事項に移ります。 

      まず、私のほうから報告をさせていただきます。私からは大きく３点

報告をいたします。 

      大きな１点目は、図書の寄贈についてでございます。 

      これまで多くの図書を市立学校、及び市立図書館に対して寄贈いただ

きました浦上奨学会様から、昨年度から新たに３年間、改めて市立学校
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に毎年２００万円相当図書寄贈をいただくことになりまして、寄贈式に

ついては去年、今年、来年３年間かけ全ての学校で行うこととしておし

ます。本年度は、国府小学校、旭小学校、上下中学校、府中明郷学園で

１２月下旬から１月上旬に行う予定でございます。 

      改めて、本に触れる環境っていうのは、多くの皆様の御支援もあって

整ってきておりますので、それらを活用した学びであったり、読書の取

組については、引き続き各校と連携しながら行っていきたいと思います。 

      大きな２点目は、後ほど事務局から報告もあるんですけれども、１０

月の２１日、２２日に石川県小松市で開催されました全国国府サミット

ｉｎ小松についてです。 

      これは、全国の国府所在地が集い、歴史の学びと交流を推進するとい

うもので、今回が第５回目の開催でありました。実は平成２６年に第４

回のサミットが府中市、本市で開催されて、９年越しの開催ということ

になりました。 

      初日の２１日には、参加自治体の首長サミットも開かれ、今回は小野

市長の代理で私のほう出席をさせていただきまして、意見交換を行うと

ともに、本市の国府の歴史であったり、これから目指すべき方向性につ

いて、事例発表をさせていただきました。その後に、記念フォーラムと

ともに、全国国府サミット共同宣言を行いまして、改めて国府を持つ自

治体同士の連携、また交流の充実が打ち出されたところでございます。 

      なお、次回の開催は令和６年度以降に、千葉県の市川市で開催するこ

とも決定したところでございます。前回、開催をした本市としては、よ

うやく石川県小松市にバトンを渡せてほっとした気持ちを持ちました

し、改めて連携・交流が促進できた大変すばらしい会であったという評

価も多く頂いたところでございます。 

      大きな３点目は表彰関係でございます。時事通信社主催で、文部科学

省が後援の教育奨励賞というものがありまして、本市の学校が受賞した

ということについてです。 

      創造性に富んだ特色ある教育を実践し、顕著な業績を上げた学校に贈

られるというもので、今回で第３８回目を迎える賞でございます。最上

位となる優秀賞が２校、そのほかに特別賞が１校、優良賞が３校、努力

賞が２５校、今回表彰を受けたわけですけれども、今回、府中明郷学園

が優良賞３校の１つに選ばれました。 

      受賞理由は、義務教育９年間にわたる地域協創カリキュラムの実践を

通して、地域社会への貢献意識を高めていること、特に８年生、中学校
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２年生の模擬会社の経営は子供の主体性を発揮される秀逸なプログラ

ムであると、そういう評価を頂いたところであります。大変名誉な賞で

あるとともに、学校、家庭、地域が一体となり、多くの方の参画により

実現できているものですので、地域全体が評価いただいたものと言える

と思いまして、大変喜ばしいことであります。 

      私からは以上です。 

      続いて、教育政策課からお願いします。道田室長。 

道田室長  文化財室から２本、報告をさせていただきますが、資料２というホチ

キス留め右上の新聞のミニコミの記事があります。 

      １点目は、１０月１５日の日曜日に開催しました、２３回のふちゅう

歴史フォーラムについてということでございます。その新聞の記事を掲

載させていただいております。 

      この日のテーマは、ＤＮＡによる古墳人骨の分析の結果という、成果

についてということですが、府中市にある山の神古墳という古墳人骨、

１，７００年前の古墳人骨が日本人の起源を探るという大きなテーマの

研究にしたということで、講師としては写真の上にもありますけども、

国立科学博物館の館長篠田謙一先生なんですけども、来られる直前ぐら

いに国立科学博物館の光熱水費が、資料何万点という、何万年という資

料の保存について大変な状況にあるということを訴え、９億円ものクラ

ウドファンディングが集まったということで、話題となったんですけど

も、この組み合わせで、午前中に子供たち対象のスペシャルトークを実

施していただきました。 

      そうすると、午後からは同じ研究者の方の清家章先生、下の写真に並

んで講演いただいているんですけども、午前中のスペシャルトークが、

こういう分野のことなんで、リピーターの方は多い分野のフォーラムだ

ったのですが、実は午前中は８６％、参加者の８６％が初めて参加しま

したという、特に親子連れの方を狙ったということ、それから午後が６

２％の方が初めて参加しましたという状況も出ていますので、こうした

声を大事にして、興味を引いていただけるような動機づけというか、そ

うした情報発信にやはり今後も注力したいと思っております。 

      ２つ目でございますが、資料の２面、これは先ほど教育長のほうから

も御報告がございましたので、詳細は省きますが、全国国府サミット in

小松の現地での当日の新聞、北國新聞の記事を掲載させていただいてお

りますが、写真上のほう、古代衣装を着られたサミット参加者なんです

が、左から２番目が荻野教育長が古代衣装を着て並んでいる状況が掲載
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されておりますので、それを御紹介したいと思います。 

      以上でございます。 

大森課長  続きましてよろしいでしょうか。１０月２８日の土曜日の、第１３回

府中学びフェスタの記事でございます。４年ぶりに１会場で開催という

ことでございました。大ホールでの学園発表ですとか、高校の発表を開

催し、３階では、日本大学の野内頼一教授の科学実験室など開催いたし

まして、とても好評いただいております。スタッフ、関係者等々出演者

も合わせて約５，０００人程度、天気もよく大変にぎやかで活気のある

学びフェスタを久しぶりに開催することができました。 

      以上でございます。 

      あと、令和６年の１月７日の日曜日に、２０歳を祝う会を開催させて

いただきます。また御案内差し上げます。よろしくお願いいたします。 

      教育政策課は以上です。 

教育長   はい。続いて学校教育課、大川課長。 

大川課長  はい。学校教育課から、学校の状況等について報告をさせていただき

ます。まず、現在市内の学校、コロナウイルスのほうが一旦落ち着きま

した。現在、昨年以上に早いペースでインフルエンザのほうが流行して

おります。ただ、現在のところ、学級閉鎖や学年閉鎖をしている学校は

ありません。引き続き小まめな換気など、基本的な感染予防対策を講じ

るよう、学校のほう指導してまいりたいと思います。 

      それでは、生徒指導諸問題について報告をさせていただきます。資料

のほう、取扱注意等注文したものがございますので、御覧ください。 

      令和５年度１０月末現在の生徒指導上の諸問題の速報値としてお伝え

いたします。暴力行為が２１件、１０月が４件成立しています。いじめ

の認知件数は１２件、１０月は１件、不登校児童生徒数は６５名、１０

月に今年度新たに不登校となった児童生徒が７名いました。依然として

暴力行為は多く成立している状況です。 

      背景といたしましては、感情のコントロールが難しく、言葉で表現す

ることが困難な結果、暴力行為に至るケースが多く見られます。各学校

においても、学級活動や特別活動等で児童生徒の心を育てるなどの指導

とともに、振り返り活動の中で自己を見詰め直す取組を教員と一緒に行

うなど、再発防止に努めているところでございます。 

      また、特に発達特性がある児童生徒の指導については、具体的な対策

を一緒に考えるなど、丁寧な指導を行うよう、各校指導しています。 

      暴力行為やいじめの認知、その他児童生徒の家族において、保護者か
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ら警察に被害届を提出する事案も発生しております。その際は、保護者

に任せるだけでなく、学校が警察連携を行うなど、適切な対応をとるよ

う、情報共有を行いながら対応を進めているところです。 

      不登校児童の要因につきましては、個々の実態が様々異なりますので、

当該児童生徒が何ができるのか、何をしてもらいたいのかといった学校

と子供、家庭との対応を行いながら、細くとも、長いつながりができる

よう指導のほうをしております。 

      不登校児童生徒の学校復帰や、社会的自立に向けて、活躍できる場と

して、府中市教育支援センター、スマイルルームなどがございます。多

くの児童生徒がそれぞれの目標に向かって活動を進めているところで

す。 

      続きまして、いじめ問題調査委員会についてです。調査報告書につい

て、スケジュールについて説明をさせていただきます。 

      報告書は１０月の２０日に金曜日に完成し、１０月２５日の水曜日に

府中市いじめ問題調査委員会の委員長から、府中市の荻野教育長へと報

告書の提出がございました。１０月３０日の月曜日に市教委、学校教育

課の職員から被害保護者に情報提供をしているところです。 

      今後の予定は、教育委員会から市長へ報告書の提出を行います。その

際には保護者の意見を付すこともできるというガイドラインに基づき、

取組みを進めています。報告書の公表につきましては、特段の支障がな

い限り、公表することが望ましいと考えておりますが、公表について保

護者と丁寧に協議をする必要があると考えております。今後、調査結果

をどのような形で公表するか、また保護者の意向、公表した場合の児童

生徒への影響等を総合的に考えて判断をしていく予定です。報告書の提

言を基に、府中市内のいじめの撲滅、未然防止、再発防止に向けて市内

の学校で指導をしていく予定です。 

      続きまして、１１月１０日に行われました府中市小中一貫教育研究大

会です。参加者は２７０名、市外からは３５名の参加がございました。

令和６年小中一貫教育全国サミットに向けての弾みがつく大会になっ

たと思います。令和６年を見据え、併設型小中学校は学園として９年間

を意識した教育活動の充実、また義務教育学校は、義務教育学校のメリ

ットを存分に生かした教育活動に挑戦していきたいと考えています。 

      続きまして、府中市教育委員会の取組について何点か、取組の実績発

表等について御紹介をさせてください。 

      まず、コミュニティスクール関係です。１２月の２日、３日、愛媛県
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大洲市で行われます地域教育実践交流集会の中で、教育行政の取組とし

て実績発表をさせていただく予定にしています。津田主幹と奥村主査が

登壇して発表します。１２月２５日の金曜日は、全国コミュニティ・ス

クール研究大会が鳥取県の南部町で開催されます。ここには、荻野教育

長と私と奥村主査をはじめ府中市から約４０名の規模で参加をさせて

いただく予定です。 

      また、小中教育一貫関係では、令和６年１月２６日に小中一貫教育全

国シェアミーティングｉｎ品川という、来年府中市に招致予定の大会の

代替イベントなんですが、その品川で行われる大会で指導係の内山係長

のほうが発表をさせていただく予定にしております。 

      そのほかで、校務ＤＸについてです。教育委員会内にＤＸチームを立

ち上げ、学校と教育委員会の業務効率化を図るための取組を進め始めて

います。その中で、現在取り組んでいることといたしましては、学校と

保護者間の連携ツールの導入準備を進めているところです。今、欠席連

絡等は電話して、学校の先生にお休みしますよというような電話連絡を

行っている学校がほとんどなんですけど、そちらが、端末を使って学校

に連絡ができるようなツールの導入準備をしております。 

      それともう 1 点、ＬＩＮＥで物品購入ができる仕組みを栗生小学校を

モデル校として、今、来年１月からできるようには準備を進めている段

階です。イメージといたしましては、既存のＷＥＤ通販会社についてス

マホとかパソコンでお買い物をして例えば絵の具道具とか、習字道具と

か彫刻刀をその端末によってカートに入れて、地元の業者とか、近隣の

業者から学校に届くような仕組みなんですけども、そういうのを導入の

準備を進めているところです。年初めにできたら、おそらく全国で初の

取組になるというふうに思っています。 

      続きまして学校施設についてです。 

      特別教室等空調設備工事については、１０月末にすべて完了いたしま

した。府中市立学校の教室全室冷暖房の設置が完了いたしました。それ

から、遅延して御心配をおかけしておりました栗生小学校のエレベータ

ー工事も９月末に完成し、検査も終了しております。上下北小学校のト

イレは、令和５年度末の完成予定です。今のところ、２月ぐらいになる

かなというような工事の進捗状況です。その他の施設の改修状況で、雨

漏りの対策については、それぞれ対応済みではありますが、施設改修に

ついては老朽化がかなり進んでいて、かなり予算がかかる工事も残って

いますので、予算要求もしていくんですけども、年次計画を立てて計画
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的に改修のほう進めていきたいと思います。 

      最後に、府中市立学校のトイレ環境向上モデル事業についてです。 

      昨年９月から、府中市立学校の女子トイレに生理用品を設置して、約

１年以上がたちました。金曜日にＮＨＫから第一中学校のほうに取材に

訪問したいということで、取材に来ていただいて、来週火曜日ぐらいに

放送予定というふうに聞いておりますのでお知りおきください。 

      最後に、行事予定についてなんですが、１点、修正をさせてください。

１２月の５日火曜日に府中市立学校校長研修会っていうのが入ってい

るんですが、１２月５日の校長研修会は開催しませんので、削除してお

いてください。 

      学校教育課からは以上です。 

教育長   はい。その他ございますでしょうか。よろしいですか。 

      それでは続いて、連絡事項がありましたらよろしくお願いします。和

田係長。 

和田係長  次回の教育委員会会議の予定なんですけれども、１２月２２日金曜日、

１時から。いつも１時半からにしておるんですけれども、少し３０分早

めて１時からさせていただこうと考えておりますので、御予定のほう御

確認ください。そして、年明けて１月の日程なんですけれども、１月２

６日の金曜日で調整をさせていただきたいと考えておりますので、併せ

てよろしくお願いします。 

      以上でございます。 

大森課長  すみません。説明を漏らしておりました。資料４という資料がござい

ます。青のフォローアップシートがありますけれども、これ議案ではな

いんですけれども、１２月議会に主要施策の進捗状況を議会のほうに報

告します。御一読いただきたいと思います。 

      教育委員会からは、主要施策としまして、１枚目の上下高校の魅力開

発と支援として、歴史的財産保存・活用事業（備後国府跡）、最後に「未

来を拓く！」府中市学力向上事業、この３本を主要施策、主要事業とし

て上げています。 

      以上でございます。 

教育長   全体を通して何かございませんでしょうか。はい。森山委員。 

森山委員  先ほど、学校現場でＤＸのお話が出たんですけど、１つ提案なんです

けれども、この教育委員会議もいわゆるそういったことを少し考えてい

かなきゃいけないのかなと。今、教育委員みんなにクロームブックが配

られていますが、十分活用はされてない状況です。 
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      こういうふうに紙の資料、毎回もちろん頂くのもあれなんですけども、

例えばそういったものがデータでもきちんと共有されている、もちろん

ちょっと取扱注意の情報とかは、紙じゃないといけないとは思うんです

けれども、そういった形で、例えばペーパーレスを進めるとか、例えば

教育委員会会議の日程調整も、また係長が皆さんに電話して、あの人が

駄目だったらもう一回みたいな感じとかをやったりしているのが、やっ

ぱりこれって遅れているなと、率直に思うわけです。 

      私たちはやっぱり子供の教育現場のことを考えていく中で、子供たち

が今、ＧＩＧＡスクール構想でそうやってタブレットをいつも使ってい

るとかそんな状況なのに、そこを見ていく教育委員がそれに対応できな

いのではやっぱりおかしいと思うんです。 

      これも本当はちょっとあんまりなんですけども、こうたくさんもらっ

ても、どうしていいか分からないんです。私は家に帰ってこれを一応ス

キャンして取るようにしているんです。これを例えば、じゃ教育委員だ

からこれをきちんと取っとかなきゃってファイリングしていくなんて

もうばからしい話であって、やっぱりそういうふうなことも事前にデー

タで共有しておくとか、そういうスケジュールの調整もそういったとこ

ろでやるとか、そういうふうなことができるようになればより、もっと

スムーズになっていくのかなというふうに思いました。 

      以上です。 

教育長   はい。御意見、皆様。 

和知委員  使い切れていないです。そのまま。まずは、使い方を。やっぱり使っ

ていると使えるようになると思うので、そういうふうになっていくのか

な。 

教育長   ＤＸ化については、教育委員会議に限らず、進めていくべき方向では

あるので、少しずつでもできるところを進めていくっていうことで、停

滞しないように、今回はこれを変えていきましたということができるよ

うにやっていきましょう。 

大森課長  １点、お願いします。 

教育長   はい。大川課長。 

大川課長  すみません、先ほど紹介すればよかったんですけれど、コミュニティ

スクールの取組をまとめた書籍、府中市教育委員会で取り組んできたこ

とに関わり、今、広島県教育委員会に行かれている宮田社会教育監から

本日、書籍の発売ということで連絡をいただいております。また、実物

等や申込みフォーム等届きましたら、教育委員さんのほうにも御紹介さ
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せていただきたいと思います。まず口頭で報告になりますけども、御紹

介させていただきました。お知りおきください。 

教育長   はい。それでは、以上をもちまして、令和５年第１４回教育委員会議

を終了いたします。 

      大変、お疲れさまでした。 

 


